
21

埼
玉
工
大
紀
要
一
号
（
一
九
八
三
年
）

教
師
の
資
質
向
上
を
目
的
と
し
た
現
職
教
育
政
策
の
展
開
は

国
民
性
や
教
師
教
育
政
策
（
弓
①
國
呂
①
昂
両
目
ｏ
島
。
ｐ
國
胃
己

の
全
体
的
構
造
の
展
開
の
過
程
に
お
い
て
国
に
よ
り
異
な
っ
た

様
相
を
示
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
は
第
二

次
大
戦
前
か
ら
す
で
に
昇
給
や
昇
進
（
格
）
の
「
資
格
」
の
更

新
に
直
結
し
た
現
職
教
育
が
州
や
学
区
の
教
師
教
育
の
柱
と
し

て
大
学
に
お
い
て
伝
統
的
に
し
か
も
活
発
に
展
開
し
て
き
た
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
い
わ
ば
〃
上
か
ら
の
″
（
弓
８
‐
巨
ロ
９
頁
‐

○
口
目
）
伝
統
的
な
実
利
主
義
と
も
い
え
る
現
職
教
育
観
に
対
抗

し
て
、
一
九
七
○
年
代
頃
か
ら
は
〃
下
か
ら
の
〃
（
⑦
国
閉
’
Ｈ
ｇ
筋

§
頁
○
画
目
）
教
師
の
主
体
的
運
営
に
よ
る
教
員
セ
ン
タ
ー

（
弓
８
目
角
馬
具
角
）
方
式
の
現
職
教
育
が
桑
え
る
よ
う
に

は
じ
め
に イ

ギ
リ
ス
に
お
け
る
現
職
教
育
の
展
開
と
課
題

ｌ
校
内
研
修
経
営
科
学
化
へ
の
模
索
を
中
心
に

な
っ
て
き
た
。
今
日
、
セ
ン
タ
ー
は
五
○
州
の
三
分
の
一
で
法

制
化
さ
れ
る
よ
う
に
至
っ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
方
式
の
民
主

化
と
は
別
に
研
修
自
体
は
い
ぜ
ん
と
し
て
ア
メ
リ
カ
の
伝
統
で

あ
る
昇
進
、
昇
格
と
の
結
び
つ
き
が
一
層
強
化
さ
れ
つ
つ
あ

（
１
１
）

ラ
（
》
Ｏさ

て
、
こ
れ
に
対
し
て
本
論
で
考
察
す
る
イ
ギ
リ
ス
の
現
職

教
育
は
ア
メ
リ
ヵ
の
よ
う
に
資
格
や
給
与
と
直
接
結
び
つ
け
て

こ
れ
を
行
う
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
イ
ギ
リ
ス
の
国
民
性
で
も

あ
る
自
由
主
義
的
な
教
育
観
の
延
長
線
上
に
研
修
（
以
下
現
職

教
育
と
同
義
で
使
う
）
も
結
局
は
教
師
個
人
の
「
教
養
の
た

め
」
の
も
の
と
い
う
認
識
が
伝
統
的
に
根
づ
い
て
き
て
い
る
。

さ
ら
に
教
師
に
と
っ
て
知
る
必
要
の
あ
る
専
門
的
基
礎
知
識
は

校
外
に
お
い
て
〃
伝
達
さ
れ
〃
、
〃
与
え
ら
れ
る
″
も
の
だ
と
す

る
受
け
止
め
方
も
一
方
で
無
批
判
的
に
な
さ
れ
て
き
た
。
し
た

が
っ
て
、
校
内
に
お
い
て
自
校
の
か
か
え
て
い
る
問
題
解
決
の

中

留

武

昭
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た
め
の
研
修
を
組
織
的
、
計
画
的
、
科
学
的
に
お
こ
な
う
べ
く

校
内
研
修
経
営
の
発
想
は
わ
が
国
と
比
べ
て
著
し
く
遅
れ
た
も

の
と
な
り
、
こ
の
一
九
八
○
年
代
前
後
を
境
に
し
て
急
速
に
そ

の
必
要
性
が
自
覚
化
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
と
も
い
え

》
（
》
Ｏこ

の
よ
う
な
大
凡
の
系
譜
か
ら
も
イ
ギ
リ
ス
の
現
職
教
育
政

策
は
戦
前
を
含
め
て
、
戦
後
も
た
と
え
ば
マ
ク
ネ
ァ
委
員
会
の

報
告
書
に
典
型
的
に
ゑ
る
よ
う
に
、
養
成
教
育
の
主
体
責
任
論

争
が
積
極
的
に
展
開
さ
れ
て
き
た
の
と
比
べ
て
、
む
し
ろ
養
成

教
育
の
補
完
作
用
と
し
て
消
極
的
に
機
能
し
て
き
た
軌
跡
と
も

い
え
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
中
央
教
育
行
政
レ
ベ
ル
で
の
学
外

に
お
け
る
現
職
教
育
政
策
で
さ
え
、
一
九
七
○
年
代
を
契
機
に

よ
う
や
く
そ
の
「
発
展
」
期
を
迎
え
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
本
論
で
は
、
こ
う
し
た
イ
ギ
リ
ス
現
職
教
育
の
展

開
過
程
と
そ
こ
に
お
け
る
今
日
的
な
課
題
を
養
成
教
育
の
生

成
、
発
展
を
も
お
さ
え
な
が
ら
そ
の
軌
跡
を
概
観
す
る
。
そ
し

て
と
り
わ
け
て
も
、
現
職
教
育
の
な
か
で
も
、
校
内
研
修
に
つ

い
て
は
、
特
に
そ
れ
ら
の
成
立
の
背
景
と
と
も
に
最
近
の
八
○

年
代
前
後
か
ら
は
こ
れ
を
経
営
と
い
う
視
角
か
ら
ほ
り
下
げ
る

べ
く
認
識
が
教
育
界
に
ゑ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
動
向
と

そ
の
内
実
と
を
日
本
と
の
比
較
に
お
い
て
考
察
し
て
い
く
。

ま
ず
、
初
め
に
軌
跡
の
記
述
の
際
に
必
要
な
時
期
区
分
を
仮

説
的
に
提
示
す
る
が
、
そ
れ
に
は
現
職
教
育
の
ゑ
で
な
く
、
養

成
教
育
と
の
比
較
に
お
い
て
こ
れ
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

1984：中留イギリス教師教育の展開史

1940年代 19世紀半ば19504 代
~

一
九
四
四
（
昭
珀
）

一
九
四
七
（
昭
塑
）

一
八
四
○（

天
保
、
）

一
八
四
六（

弘
化
３
）

一
九
四
四
（
昭
四
）

一
九
四
九
（
昭
型
）

一
九
五
五
（
昭
釦
）

一
九
五
一
（
昭
妬
）

~

マ
ク
ネ
ア
委
員
会
報
告

書
発
表
（
教
員
養
成
審

議
会
及
び
養
成
教
育
の

成
立
（
略
）
地
域
教
員
養

成
機
関
の
設
置
勧
告

等
）教育

法
（
バ
ト
ラ
ー
法
）

制
定

（
バ
ト
ラ
ー
法
に
よ
る

義
務
教
育
歳
の
引
上

げ
）バー

ナ
ム
委
員
会
、
一

九
五
一
年
以
降
の
有
資

格
教
員
の
基
礎
給
与
ス

ケ
ー
ル
を
政
府
に
勧
告

教
員
の
養
成
と
補
充
に

関
す
る
全
国
勧
告
審
議

会
報
告
書

臨
時
教
員
養
成
計
画
終

了
（
Ｇ
Ｃ
Ｅ
試
験
始
ま

る
）バ

ー
ナ
ム
委
員
会
・
女

ケ
イ
・
シ
ャ
ト
ル
ワ
ー
、

ズ
・
ゞ
ハ
タ
シ
ー
師
範
学
封

校

を

設

立

』

枢
密
院
委
員
会
、
教
員
成

見
習
制
度

養

← 發曽生成期期

期

展

成

発

生

|現職教育
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イギリス現職教育の展開史

1950年代1960年代
’

一九六四（昭釣）一九五六（昭皿）

一
九
五
九
（
昭
弘
）

一
九
六
○
（
昭
謁
）

一
九
六
三
（
昭
鏥
）

一
九
六
五
（
昭
如
）

一
九
六
六
（
昭
虹
）

・
教
員
養
成
大
学
の
修
業

年
限
が
一
年
延
長
さ
れ

三

年

・
ロ
ビ
ン
ズ
報
告
発
表

（
教
育
コ
レ
ッ
ジ
に
名

称
変
更
・
Ｌ
Ｅ
Ａ
の
関

与

）

．
（
学
校
審
議
会
Ⅱ
ス
ク

ー
ル
・
カ
ウ
ン
シ
ル
設

立
）
（
教
育
科
学
省
新

・
教
育
科
学
省
に
よ
る
現

職
教
育
の
う
ち
補
習
課

程
か
ら
上
級
課
程
に
お

い
て
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
セ

ン
タ
ー
設
立
の
勧
告

。
（
Ｃ
・
Ｓ
．
Ｅ
試
験
始
ま

る

）

・
ナ
フ
ィ
ー
ル
ド
財
団
援

助
に
よ
る
各
種
教
授
法

出

る

・
教
育
カ
レ
ッ
ジ
に
関
す

る
政
府
へ
の
ウ
ィ
ー
バ

ー
報
告
書

子
教
員
の
給
与
改
善
に
一
↓

つ
い
て
勧
告

（
報
告
書
『
イ
ギ
リ
ス

の
科
学
技
術
人
材
』
発

表
）教員

養
成
大
学
四
校
の

新
設
、
二
二
校
の
大
規

模
拡
充
計
画
・
ク
ラ
ウ

ザ
ー
報
告
．
（
技
術
発
達
期

に
と
も
な
う
一
五
歳
以

降
の
継
続
教
育
促
進
）

設京I
ー､-"ル

発

生

展

成
拡充期 ←

｜

’
期重視への過渡期 →~

イギリス現職教育の展開史

1960年代1970年代
~

~

一
九
六
七
（
昭
哩
）

一
九
六
九
（
昭
“
）

一
九
じ
一
（
昭
妬
）

一
九
七
四
（
昭
蛸
）

一
九
じ
二
（
昭
切
）

一
九
七
三
（
昭
妃
）

・
ブ
ラ
ウ
デ
ン
報
告
書

『
児
童
と
初
級
学
校
』

発

表

・
ス
ク
ー
ル
・
カ
ウ
ン
シ

ル
『
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
開

発
・
教
師
集
団
と
セ
ン

タ
ー
』
で
テ
ィ
ー
チ
ャ

ー
セ
ン
タ
ー
設
立
の
勧

生
ロ
）

・
オ
ー
プ
ン
ユ
ニ
バ
シ
テ

ィ
の
設
立
に
つ
い
て
の

報

告

書

・
ジ
ェ
ー
ム
ズ
委
員
会
発

足教
員
養
成
検
討
委
員
会

『
教
員
の
教
育
・
訓
練
』

と
題
す
る
報
告
書
（
ジ

ェ
ー
ム
ズ
報
告
書
）
答

申
（
ア
メ
リ
カ
・
シ
ラ

シ
ウ
ス
大
学
で
初
め
て

の
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
セ
ン

タ
ー
会
議
）

・
サ
ッ
チ
ャ
ー
教
育
科
学

相
『
教
育
白
書
』
（
教
育
Ｉ

拡
大
の
枠
組
）

．
一
般
大
学
卒
業
者
で
公

立
中
等
学
校
教
員
の
志

願
者
に
一
年
間
の
現
職

教
育
義
務
づ
け
る

・
教
育
コ
レ
ッ
ジ
、
ポ
リ

テ
ク
ニ
ッ
ク
ス
な
ど
大

学
以
外
の
高
等
教
育
機

関
の
再
編
計
画
発
表
、

Ａ
Ｃ
Ｓ
Ｔ
Ｔ
、
現
職
教

育
の
充
実
と
教
員
養
成

定
数
の
縮
小
計
画
（
０

-発 展 期
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ま
ず
、
戦
後
か
ら
一
九
六
○
年
代
半
ば
ま
で
は
現
行
養
成
制

度
が
マ
ク
ネ
ァ
委
員
会
報
告
（
一
九
四
四
年
）
に
よ
り
次
第
に

発
展
し
て
き
た
時
期
で
あ
り
、
次
の
ロ
ビ
ン
ズ
報
告
二
九
六

三
年
）
か
ら
ジ
ェ
ー
ム
ズ
報
告
（
一
九
七
二
年
）
の
約
一
○
年

イギリス現職教育の展開史

1980年代 1970年代

一
九
七
八
（
昭
記
）

一
九
八
一
（
昭
妬
）

一
九
七
七
（
昭
鎚
）

一
九
七
四
（
昭
⑲
）

一
九
七
六
（
・
副
）

Ｅ
Ｃ
Ｄ
・
Ｃ
Ｅ
Ｒ
Ｉ
現

職
教
育
強
調
）

．
『
学
校
と
現
職
教
育
評

価
プ
ロ
ジ
｝
一
ク
ト
』
（
ブ

リ
ス
ト
ル
大
学
）

．
前
期
二
年
間
の
高
等
教

育
で
取
得
で
き
る
「
高

等
教
育
デ
ュ
プ
ロ
マ
」

の
授
与
機
関
発
表
、
ス

ク
ー
ル
カ
ウ
ン
シ
ル

『
全
体
的
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム

』

．
『
教
育
緑
書
』
発
表
（
テ

ー
ラ
ー
報
告
発
表
）
・

「
放
送
・
通
信
に
よ
る
現

職
教
育
の
課
程
」
で
き

る・
ウ
ォ
ー
ノ
ッ
ク
報
告

（
特
殊
教
育
に
関
す
る

現
職
教
育
促
進
の
必
要

性

）
養
成
機
関
の
大
幅
な
整

理
統
合
と
養
成
定
員
の

削
減
と
な
る

学
校
や
セ
ン
タ
ー
を
焦

点
に
し
た
現
職
教
育
が

活
発
化
し
刊
行
文
献
出

さ
れ
る
よ
う
に
な
る

←拡充

校内研修経
期→i←一弓
営の萌芽期←_」

発 展 期一 一

間
は
養
成
か
ら
現
職
教
育
へ
と
重
点
が
移
っ
て
き
た
『
過
渡

期
』
、
そ
し
て
、
七
○
年
代
以
降
現
在
ま
で
は
現
職
教
育
が
急

速
に
『
発
展
』
し
て
き
た
時
期
で
、
全
体
は
大
き
く
三
期
に
分

け
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
し
か
し
校
内
研
修
に
つ
い
て
は
七
○

年
代
末
、
す
な
わ
ち
、
お
そ
く
と
も
八
十
年
代
前
後
か
ら
よ
う

や
く
活
性
化
し
て
き
て
い
る
わ
け
で
こ
の
点
を
考
慮
に
い
れ
る

と
現
職
教
育
は
全
体
と
し
て
は
今
日
『
拡
充
期
』
に
至
っ
た
と

考
え
ら
れ
、
そ
の
場
合
、
現
職
教
育
の
軌
跡
は
こ
れ
を
四
期
に

わ
け
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
本
論
で
は
こ
れ
ら
の
時
期
区
分

の
根
拠
は
、
い
ず
れ
も
政
策
レ
ベ
ル
（
政
府
か
ら
の
報
告
書
等
）

の
改
革
策
に
視
点
を
お
く
こ
と
に
し
た
。
な
お
、
イ
ギ
リ
ス
の

場
合
（
特
に
中
等
教
育
）
教
育
政
策
か
ら
み
る
と
総
合
制
中
等

学
校
へ
の
再
編
問
題
な
ど
、
学
校
制
度
の
改
革
が
一
方
で
極
め

て
活
発
で
、
こ
れ
に
比
べ
て
教
師
教
育
の
方
は
こ
う
し
た
制
度

改
革
へ
の
対
応
が
遅
れ
て
き
た
こ
と
も
否
定
で
き
な
い
。
な

お
、
以
下
、
こ
う
し
た
仮
説
的
時
期
区
分
の
準
拠
資
料
は
主
と

し
て
左
記
の
論
稿
に
基
づ
い
て
お
り
、
こ
こ
で
は
そ
れ
ら
の
ほ

（

２

）

ぽ
共
通
点
を
集
約
し
て
ぷ
た
わ
け
で
あ
る
。

Ｅ
函
．
国
．
ロ
①
貝
、
《
両
包
巨
○
呉
旨
口
冒
両
国
廻
国
ロ
ロ
四
国
』

葛
巴
協
勗
９
１
邑
司
ゞ
田
○
＆
輿
“
且
陣
○
眉
寓
目
ご
弓
・

の
医
巨
弓
民
巴
冨
旨
、
ａ
目
①
“
の
ご
閏
巴
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得
で
き
る
制
度
で
あ
っ
た
。

い
ず
れ
に
し
て
も
師
範
学
校
は
、
右
の
三
○
年
間
は
中
等
学

校
や
大
学
と
は
連
絡
の
な
い
小
学
教
育
の
一
部
に
過
ぎ
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
間
、
一
方
に
お
い
て
は
小
学
教

育
の
義
務
教
育
化
と
共
に
準
教
員
の
需
要
が
増
え
、
一
八
九
○

年
ま
で
に
は
こ
う
し
た
従
来
の
師
範
の
私
設
の
あ
り
方
と
安
易

な
教
授
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
批
判
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
大
学
に
養

成
所
が
設
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
（
ロ
ン
ド
ン
の
キ
ン
グ
ス

・
カ
レ
ッ
ジ
が
最
初
）
。
そ
し
て
、
一
九
○
二
年
の
教
育
令
で

は
中
等
学
校
に
お
い
て
学
修
さ
せ
る
制
度
と
な
り
、
こ
の
頃
か

ら
中
等
学
校
と
カ
レ
ッ
ジ
（
師
範
学
校
）
の
間
に
連
絡
が
生
じ

る
萌
芽
が
桑
え
、
師
範
学
校
の
課
程
も
小
学
校
教
育
の
延
長
完

成
で
は
な
く
、
中
等
教
育
に
接
続
し
そ
の
上
に
行
わ
れ
る
も
の

と
い
う
こ
と
に
な
り
、
同
時
に
中
等
学
校
か
ら
は
大
学
の
学
位

の
見
込
設
あ
る
入
学
者
が
少
し
ず
つ
で
は
あ
る
が
増
え
て
き
て

い
た
。
そ
し
て
、
こ
の
教
育
令
で
さ
ら
に
、
Ｌ
Ｅ
Ａ
（
地
方
教

育
当
局
Ｐ
Ｃ
Ｏ
里
閃
Ｑ
ｇ
鼻
○
冒
巴
少
具
言
凰
ご
）
と
師
範
学
校
の

間
に
地
方
が
補
助
を
通
し
て
師
範
学
校
を
設
置
す
る
こ
と
も
で

き
る
よ
う
に
な
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
従
来
の
私
立
の
師
範
学
校

が
適
当
な
教
員
を
養
成
で
き
な
い
欠
点
と
、
大
学
の
養
成
所
だ

け
で
は
教
員
供
給
の
不
足
で
あ
る
と
い
う
二
点
を
補
う
こ
と
に

至
っ
た
の
が
、
二
○
世
紀
ま
で
の
教
員
養
成
の
前
史
で
あ
っ

た
。
い
ず
れ
に
し
て
も
一
九
○
二
年
の
教
育
令
に
み
え
る
中
等

教
育
に
あ
っ
た
教
員
養
成
は
、
お
よ
そ
四
○
年
後
の
一
九
四
四

年
の
マ
ク
ネ
ァ
委
員
会
報
告
書
で
よ
う
や
く
専
門
教
育
に
位
置

づ
け
ら
れ
、
既
述
の
よ
う
な
養
成
年
限
延
長
へ
と
レ
ベ
ル
・
ア

ッ
プ
し
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
養
成
に
つ
い
て
は
こ
の
報
告
書
で
、
大
学
に
お
け

る
教
育
と
研
究
に
密
接
に
関
連
づ
け
ら
れ
よ
う
と
も
し
た
の
で

あ
っ
た
。
そ
の
点
は
具
体
的
に
は
大
学
と
師
範
学
校
（
マ
ク
ネ

ァ
報
告
書
で
の
新
し
い
ト
レ
ー
’
一
ン
グ
・
カ
レ
ッ
ジ
）
を
協
力

関
係
の
中
に
位
置
づ
け
る
べ
く
地
域
教
員
養
成
機
構
（
少
尉
ｇ

弓
①
ｇ
①
Ｈ
Ｏ
侭
幽
昌
圃
具
冒
﹈
以
下
Ａ
・
Ｔ
．
Ｏ
）
と
し
て
あ
ら

わ
れ
た
。
こ
の
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
役
割
り
は
養
成
課
程
の
監
督
を
は
じ

め
、
師
範
学
校
や
大
学
の
所
定
課
程
修
了
者
に
「
有
資
格
教
員
」

（
○
①
鼻
民
、
鼻
＆
弓
①
画
呂
①
Ｈ
）
の
資
格
を
出
す
よ
う
に
教
育
科
学

省
に
推
薦
し
た
り
、
よ
り
多
く
の
大
卒
者
の
教
職
へ
の
誘
導
を

行
っ
た
り
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
ま
た
Ａ
Ｔ
Ｏ
は
養
成
だ
け
で

は
な
く
教
育
セ
ン
タ
ー
局
目
８
は
○
ご
Ｒ
具
閏
）
の
設
置
な

ど
を
目
的
に
し
て
、
大
学
、
師
範
学
校
、
地
方
教
育
当
局
お
よ

び
教
育
科
学
省
（
立
会
人
）
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
に

養
成
の
責
任
主
体
を
も
と
る
べ
く
動
い
て
き
た
の
で
あ
る
。
つ
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ま
り
こ
こ
に
は
下
か
ら
の
〃
草
の
根
″
の
民
主
主
義
の
原
理
に

立
つ
運
営
方
式
が
根
づ
い
て
い
た
と
い
え
る
。

こ
の
方
式
は
後
の
一
九
五
七
年
の
ア
メ
リ
カ
の
Ｎ
Ｃ
Ｔ
Ｅ
Ａ

（
全
米
教
師
教
育
資
格
認
定
協
議
会
）
の
結
成
に
も
影
響
を
与

え
る
も
の
と
な
っ
た
が
、
Ｈ
・
Ｅ
・
デ
ン
ト
田
．
国
．
ロ
①
貝
）

に
よ
る
と
（
既
掲
著
仙
二
四
頁
）
、
一
九
四
七
’
一
九
五
一
年

に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
一
三
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
一
、
そ
の
他
ケ
ン
ブ

リ
ッ
ジ
、
リ
バ
プ
ー
ル
、
レ
デ
ィ
ン
グ
地
方
に
は
大
学
（
教
育

（

４

）

学
科
）
の
加
入
し
な
い
Ａ
・
Ｔ
．
Ｏ
が
三
つ
と
、
合
計
一
七
が

設
立
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
養
成
教
育
重
視
の
ほ
ど
に
は
、
マ
ク

ネ
ァ
報
告
書
で
の
現
職
教
育
の
扱
い
は
再
教
育
が
主
で
あ
る
こ

と
、
ま
た
大
学
が
主
と
な
っ
た
現
職
教
育
の
た
め
の
便
宜
を
図

る
必
要
性
を
論
じ
て
い
る
程
度
で
、
養
成
教
育
と
比
較
し
て
現

職
教
育
の
位
置
づ
け
の
扱
い
は
低
か
っ
た
。
そ
の
点
で
一
九
六

○
年
代
半
ば
ま
で
の
現
職
教
育
政
策
は
い
わ
ば
そ
の
後
の
「
発

展
」
の
「
生
成
」
期
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
報
告
書
に
お
け
る
Ａ
・
Ｔ
．
Ｏ
に
代
表
と

さ
れ
る
大
学
（
教
育
学
科
）
、
師
範
学
校
、
地
方
教
育
当
局
と
の

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
運
営
方
式
は
、
実
際
に
は
と
く
に
大
学

と
師
範
学
校
と
の
間
に
は
分
離
が
象
ら
れ
、
マ
ク
ネ
ア
報
告
書

の
理
想
通
り
に
は
進
展
し
な
か
っ
た
。
こ
の
点
の
指
摘
に
つ
い

て
は
既
掲
の
ど
の
文
献
（
本
文
二
四
’
二
五
頁
）
に
も
一
様
に

見
ら
れ
る
通
り
で
あ
る
。
一
方
、
一
九
六
三
年
の
ロ
ビ
ン
ズ
報

（
５
）

告
で
、
従
来
の
師
範
学
校
は
名
称
も
新
ら
た
に
三
年
課
程
の
教

育
大
学
合
呂
①
鴨
の
具
両
目
ｏ
胃
ご
ロ
）
に
昇
格
し
、
教
育
学
士

号
（
団
．
向
ら
を
授
与
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
同
報
告

書
で
は
、
学
位
と
教
員
資
格
の
両
方
を
取
得
す
る
べ
く
四
年
制

課
程
の
新
設
や
さ
ら
に
教
育
大
学
か
ら
教
育
以
外
の
学
位
の
取

得
の
た
め
に
転
入
で
き
る
道
も
ひ
ら
か
れ
る
と
い
う
提
唱
も
な

さ
れ
た
（
こ
の
点
の
徹
底
は
後
の
七
一
年
の
ジ
ェ
ー
ム
ズ
報
告

書
）
。
こ
う
し
て
教
育
大
学
へ
の
入
学
も
急
増
し
て
き
た
二

九
六
九
年
に
は
一
九
六
○
年
の
師
範
学
校
在
籍
者
数
の
約
三
倍

の
二
万
二
○
○
○
人
が
在
籍
し
て
い
た
）
。
か
く
し
て
マ
ク

ネ
ァ
報
告
か
ら
ロ
ビ
ン
ズ
報
告
ま
で
の
約
二
○
年
間
に
、
養
成

教
育
は
量
、
規
模
の
面
で
発
展
し
て
き
た
わ
け
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
う
し
た
養
成
教
育
人
口
の
量
的
拡
張
を
背
景

に
し
て
、
そ
れ
ま
で
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
養
成
教
育
の
不
足
や

欠
如
を
補
完
す
る
目
的
の
現
職
教
育
政
策
か
ら
脱
皮
し
て
、
養

成
段
階
に
比
べ
れ
ば
施
策
の
実
現
こ
そ
は
既
述
の
よ
う
に
規
模

と
し
て
も
小
さ
か
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
よ
り
専
門
性
を
高
め
る

た
め
に
現
職
教
育
に
対
し
て
も
若
干
、
政
策
上
の
努
力
が
ゑ
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
具
体
的
に
は
、
ロ
ビ
ン
ズ
報
告
書
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の
出
さ
れ
た
翌
年
の
一
九
六
四
年
五
月
の
教
育
科
学
省
の
訓
令

四
号
に
そ
の
一
部
が
ゑ
ら
れ
る
。
こ
れ
を
契
機
に
現
職
教
育
は

七
○
年
以
降
の
発
展
の
た
め
の
『
過
渡
期
』
を
迎
え
た
と
い
え

る
。
そ
こ
に
お
い
て
は
か
っ
て
初
期
養
成
の
不
足
者
（
と
く
に

旧
制
師
範
の
二
年
養
成
課
程
）
を
対
象
と
し
た
「
補
習
課
程
」

を
縮
小
し
て
、
一
九
六
三
年
の
教
育
年
報
（
弓
胃
邑
①
閏
国
◎
鳥

貝
両
旦
匡
目
は
○
己
で
初
め
て
提
唱
し
て
い
た
「
継
続
教
育
」

の
概
念
（
初
期
養
成
冒
旨
里
司
“
冒
冒
、
と
継
続
養
成
昏
吋
‐

房
①
Ｈ
口
國
目
ロ
巴
の
う
ち
、
初
期
養
成
修
了
者
に
対
し
て
、

よ
り
高
度
の
研
修
内
容
を
用
意
し
た
「
上
級
課
程
」
に
重
点
を

お
く
べ
き
と
す
る
政
策
転
換
が
ゑ
ら
れ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
一

九
六
七
年
の
教
育
科
学
省
の
年
報
で
は
約
一
万
人
二
年
、
一

学
期
、
短
期
）
が
上
級
課
程
の
講
座
に
出
席
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。さ

ら
に
、
六
六
年
の
ナ
フ
ィ
ー
ル
ド
財
団
援
助
に
よ
っ
て
各

種
の
教
授
法
に
関
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
内
容
も
活
発
と
な
り
、
こ

れ
ら
が
ま
た
、
技
術
革
新
の
社
会
下
に
お
け
る
上
級
講
座
の
内

容
（
と
く
に
数
学
・
科
学
な
ど
）
と
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
ま

（

６

）

た
、
翌
六
七
年
の
プ
ラ
ウ
デ
ン
報
告
で
は
、
教
員
の
養
成
と
現

職
教
育
に
あ
た
っ
て
、
教
員
が
こ
れ
ら
両
段
階
の
教
育
を
担
当

で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
、
隣
接
す
る
学
校
段
階
の
教
員
相

互
間
の
多
様
な
接
触
の
機
会
の
必
要
性
と
と
も
に
初
め
て
提
唱

し
て
い
る
（
原
典
六
八
、
六
九
頁
）
。
プ
ラ
ウ
デ
ン
報
告
書
は
、

さ
ら
に
地
方
教
育
当
局
が
教
員
を
選
考
す
る
に
あ
た
っ
て
校
長

に
参
加
さ
せ
る
こ
と
を
説
い
て
い
る
が
（
原
典
一
九
一
頁
）
、
結

局
、
こ
う
し
た
指
摘
は
養
成
ｌ
採
用
ｌ
現
職
教
育
を
イ
ギ
リ
ス

の
学
校
制
度
改
革
（
フ
ァ
ー
ス
ト
・
ス
ク
ー
ル
と
ミ
ド
ル
・
ス

ク
ー
ル
、
ま
た
、
中
等
教
育
の
コ
ン
ブ
リ
ヘ
ン
シ
ブ
ヘ
の
再
編

な
ど
）
と
つ
な
げ
て
ゑ
る
こ
と
を
課
題
と
し
て
暗
示
し
て
い
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。
も
っ
と
も
実
際
に
は
こ
の
連
絡
は
イ
ギ
リ

ス
教
師
教
育
の
場
合
、
今
日
も
な
お
後
述
の
よ
う
に
模
索
の
段

階
で
あ
る
と
い
え
る
。

ま
た
、
右
の
プ
ラ
ウ
デ
ン
報
告
書
と
共
に
、
同
年
六
七
年
に

出
さ
れ
た
ス
ク
ー
ル
・
カ
ウ
ン
シ
ル
に
よ
る
『
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

開
発
・
教
師
集
団
と
セ
ン
タ
ー
』
で
初
め
て
後
述
の
「
テ
ィ
ー

チ
ャ
ー
・
セ
ン
タ
ー
」
（
弓
３
３
国
○
２
５
己
設
立
も
勧
告
さ

れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
六
七
年
の
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
・
セ
ン
タ
ー

の
勧
告
は
歴
史
的
に
は
一
九
六
三
年
以
降
の
現
職
教
育
政
策
の

一
つ
の
結
節
点
で
あ
っ
た
と
も
い
え
る
。

と
こ
ろ
が
、
こ
う
し
た
動
き
は
六
○
年
代
後
半
以
降
、
養
成

を
ふ
く
め
て
現
職
教
育
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
あ
り
方
ｌ

と
く
に
各
機
関
の
間
の
「
調
整
」
問
題
に
一
層
の
論
争
を
も
た
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ら
せ
る
も
の
と
な
っ
た
。
養
成
段
階
に
つ
い
て
の
「
調
整
」
は
、

す
で
に
ロ
ビ
ン
ズ
報
告
書
で
教
育
大
学
と
一
般
大
学
（
教
育
学

部
）
と
の
ス
ク
ー
ル
・
オ
ブ
・
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
核
（
こ
の

場
合
、
Ｌ
Ｅ
Ａ
の
代
表
参
加
）
と
し
て
行
う
こ
と
が
提
唱
さ
れ

て
い
る
。
し
か
し
、
現
職
教
育
に
つ
い
て
は
す
で
に
述
べ
て
き

た
政
策
レ
ベ
ル
で
の
不
活
発
な
歴
史
か
ら
も
判
断
さ
れ
る
よ
う

に
そ
の
担
当
は
、
各
機
関
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
と
さ
れ
な
が

ら
も
実
際
は
あ
ま
り
活
発
で
は
な
く
、
ア
メ
リ
カ
同
様
、
大
学

が
学
問
の
自
治
ゆ
え
に
長
い
間
主
導
し
て
き
た
。
し
か
し
、
右

に
述
べ
た
よ
う
に
、
教
師
が
学
校
外
に
お
い
て
受
講
す
る
現
職

教
育
が
重
視
さ
れ
て
く
る
の
に
対
応
し
て
、
次
第
に
大
学
と
地

方
教
育
当
局
と
の
間
で
現
職
教
育
の
運
営
主
体
が
い
ず
れ
に
あ

る
か
と
い
う
論
争
が
激
化
し
て
く
る
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で
あ

る
。
具
体
的
に
は
一
九
七
○
年
代
を
境
に
そ
れ
ま
で
の
大
学
主

導
の
現
職
教
育
に
対
し
て
、
現
職
教
育
で
あ
る
以
上
は
、
ま
ず

は
運
営
主
体
と
し
て
は
地
方
教
育
当
局
が
そ
の
主
導
権
を
握
る

べ
き
で
あ
る
と
い
う
論
が
急
速
に
主
張
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

き
た
の
で
あ
る
。
こ
の
傾
向
は
四
’
五
年
遅
れ
て
い
る
が
、
ア

メ
リ
カ
で
も
学
区
や
州
が
教
育
セ
ン
タ
ー
の
よ
り
主
導
権
を
握

（

７

）

る
べ
き
と
す
る
動
き
と
き
わ
め
て
類
似
し
て
い
る
。

も
っ
と
も
イ
ギ
リ
ス
の
場
合
は
右
の
論
争
が
白
熱
化
し
た
の

は
、
七
○
年
代
当
初
か
ら
、
た
と
え
ば
、
マ
ク
ネ
ア
報
告
書
で

の
Ａ
・
Ｔ
．
Ｏ
に
代
わ
る
組
織
と
し
て
次
に
と
り
上
げ
る
七
一

年
の
ジ
ェ
ー
ム
ズ
報
告
書
（
百
日
①
切
詞
①
ｇ
己
に
象
る
教
育
大

学
・
大
学
教
育
学
部
地
域
連
絡
協
議
会
（
罰
①
四
口
堅
吟
身
宙
ｏ
ｑ

ｏ
Ｏ
ロ
ロ
日
』
す
尉
○
巳
市
函
①
の
四
口
Ｑ
己
①
ｇ
耳
目
①
貝
旦
閃
号
呉
旨
邑

以
下
Ｒ
・
Ａ
・
Ｃ
．
Ｄ
・
Ｅ
）
、
そ
し
て
こ
れ
を
受
け
た
形
に

（

８

）

な
っ
て
い
る
七
二
年
の
『
教
育
白
書
』
で
の
教
師
教
育
調
整
地

域
委
員
会
（
”
①
哩
○
邑
巴
○
○
日
目
員
＄
ｇ
ｏ
？
○
ａ
冒
胃
①
岳
⑦

国
・
月
禺
旨
冒
國
ご
Ｑ
弓
国
甘
冒
ｍ
具
目
①
四
号
①
３
以
下
Ｃ
・
Ｒ
）

（

９

）

に
お
け
る
「
調
整
」
問
題
に
お
い
て
で
あ
る
。

こ
う
し
た
動
き
に
対
し
て
Ｌ
Ｅ
Ａ
は
い
わ
ば
Ａ
・
Ｔ
．
Ｏ
参

加
の
既
得
権
か
ら
、
ま
た
大
学
は
学
問
の
自
治
か
ら
、
い
ず
れ

も
現
職
教
育
の
導
入
に
は
当
初
は
難
色
を
示
し
て
い
た
よ
う
で

あ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
結
果
的
に
は
『
報
告
書
』
及
び
『
白

書
』
で
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
考
え
方
は
広
域
単
位
で
の
現

職
教
育
の
決
定
権
を
関
係
者
間
に
お
い
て
拡
大
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
そ
の
点
で
今
日
、
Ｌ
Ｅ
Ａ
が
マ
ク
ネ
ア
報
告
に
も
増
し

て
、
か
な
り
大
幅
な
権
限
を
も
つ
よ
う
に
な
り
、
結
果
的
に
大

学
は
現
職
教
育
に
関
す
る
限
り
学
問
の
自
治
に
よ
る
決
定
権
を

制
約
さ
れ
た
と
い
う
形
に
な
っ
て
い
る
。
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二
、
現
職
教
育
政
策
の
『
発
展
』
期
二
九
七
○
年
代
）

さ
て
、
イ
ギ
リ
ス
の
現
職
教
育
政
策
は
七
○
年
代
を
境
に

『
発
展
』
期
を
迎
え
た
。
た
だ
実
践
面
で
は
政
策
の
立
案
段
階

よ
り
も
遅
れ
て
は
い
る
が
、
八
○
年
代
の
今
日
で
は
次
節
以
下

に
ゑ
る
よ
う
に
校
内
研
修
ま
で
を
も
ふ
く
め
た
具
体
的
な
『
拡

充
』
期
に
入
っ
た
と
い
え
る
。
こ
こ
で
『
発
展
』
と
は
制
度
の

『
拡
充
』
志
向
が
七
○
年
代
に
重
要
な
政
策
課
題
と
し
て
プ
ロ

グ
ラ
ム
化
さ
れ
は
じ
め
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
発
展
の
背
景
に

は
戦
後
の
教
員
不
足
が
解
消
し
て
教
員
の
需
要
が
七
○
年
代

（
正
確
に
は
六
○
年
代
後
半
か
ら
）
に
向
け
て
安
定
し
た
こ
と

に
よ
る
が
、
そ
の
最
初
の
典
型
が
既
述
の
七
一
年
の
ジ
ェ
ー
ム

ズ
・
リ
ポ
ー
ト
で
あ
り
、
そ
れ
を
支
持
し
た
の
が
翌
七
二
年
の

サ
ッ
チ
ャ
ー
教
育
科
学
相
に
よ
る
『
教
育
白
書
』
で
も
あ
つ

（

叩

）

た
。
と
く
に
『
教
育
白
書
』
は
高
等
教
育
の
再
編
と
教
育
養

成
・
現
職
教
育
の
有
機
的
統
合
に
よ
る
拡
充
を
示
唆
し
た
も
の

と
し
て
、
マ
ク
ネ
ア
報
告
書
以
降
の
イ
ギ
リ
ス
教
師
教
育
発
展

の
新
た
な
視
座
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
、
養
成
教
育
の
拡
充

と
現
職
の
発
展
に
つ
い
て
ふ
る
と
、
前
年
の
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
リ

ポ
ー
ト
で
出
さ
れ
て
い
た
「
教
師
教
育
」
継
続
の
三
段
階
の
サ

イ
ク
ル
（
第
一
期
・
人
間
教
育
の
促
進
、
専
門
職
業
的
訓
練
の

強
化
、
第
二
期
・
専
門
職
業
的
訓
練
の
強
化
、
第
三
期
・
学
校

の
全
教
職
員
及
び
継
続
教
育
機
関
の
専
従
教
員
の
再
教
育
と
訓

練
）
と
、
Ｒ
・
Ａ
．
Ｃ
・
，
．
Ｅ
に
よ
っ
て
指
定
さ
れ
た
「
課

程
」
に
お
け
る
全
日
制
四
週
間
以
上
の
現
職
教
育
、
在
職
五
年

間
に
一
度
の
有
給
研
修
や
、
全
国
的
規
模
で
の
専
門
職
セ
ン
タ

ー
（
卑
○
貯
閨
○
口
里
。
①
貝
２
）
、
そ
し
て
専
門
指
導
員
の
導
入

な
ど
の
線
に
そ
っ
て
一
九
七
四
年
以
降
の
逐
年
の
現
職
教
育
の

具
体
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
提
唱
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
採
用
後

一
年
間
の
仮
任
用
期
の
導
入
教
育
（
冒
目
昌
○
ロ
ヰ
四
目
畠
）

を
教
師
教
育
の
一
端
と
し
て
正
式
に
位
置
づ
け
、
~
具
体
的
に
は

週
一
日
（
ま
た
は
半
日
二
回
）
程
度
の
職
務
免
除
に
よ
る
専
門

職
セ
ン
タ
ー
で
の
組
織
的
訓
練
を
受
け
る
こ
と
、
そ
の
他
の
一

般
教
員
に
つ
い
て
は
七
年
（
ジ
ェ
ー
ム
ズ
で
は
五
年
）
の
勤
務

に
つ
き
一
学
期
（
三
か
月
）
の
割
合
で
有
給
休
暇
を
与
え
現
職

教
育
を
受
け
さ
せ
る
こ
と
、
そ
の
た
め
の
教
員
補
充
に
一
九
八

一
年
ま
で
に
三
％
補
充
す
る
こ
と
な
ど
、
が
提
唱
さ
れ
て
い

る
。
前
者
に
つ
い
て
は
一
九
七
六
／
七
七
、
及
び
七
八
／
七
九

年
の
二
年
間
に
教
育
科
学
省
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
た
新
規

教
員
は
八
○
％
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
後
者
に
つ
い
て
は

（
と
く
に
有
給
に
よ
る
職
務
免
除
の
研
修
）
、
地
方
財
政
の
悪
化

（

ｕ

）

の
た
め
に
あ
ま
り
進
ん
で
い
な
い
と
さ
れ
る
。
教
育
科
学
者
調
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査
で
は
七
七
’
七
八
年
に
は
三
○
万
五
千
人
（
う
ち
一
七
万
人

が
通
常
勤
務
と
並
行
し
て
の
現
職
教
育
、
一
三
万
五
千
人
が
フ

ル
・
タ
イ
ム
の
現
職
教
育
）
が
校
外
な
い
し
は
校
内
の
研
修
に

（

咽

）

参
加
し
た
と
さ
れ
る
。

こ
う
し
た
実
態
と
は
別
に
政
策
上
で
は
新
規
採
用
教
員
の
教

育
訓
練
と
共
に
、
現
職
教
育
強
化
に
つ
い
て
も
同
白
書
は
高
等

教
育
の
再
編
と
並
行
し
て
、
養
成
教
育
以
上
に
そ
れ
が
課
程
数

や
種
類
の
増
大
と
し
て
実
現
化
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
明
確
に

示
し
て
い
る
（
同
白
書
一
五
一
、
一
五
三
頁
）
。

か
く
し
て
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
リ
ポ
ー
ト
や
教
育
白
書
の
後
を
う

け
て
イ
ギ
リ
ス
の
現
職
教
育
政
策
は
七
○
年
代
半
ば
以
降
、
一

属
強
化
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
そ
の
背
景
に
は
経
済
危
機
や

（

週

）

在
席
率
の
低
下
、
さ
ら
に
教
員
給
与
の
上
昇
に
よ
っ
て
教
員
の

定
着
化
が
促
進
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
教
員
養
成
機
関
へ
の
入

学
定
員
が
し
ぼ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
教
員
の
採
用
が
締
め
出

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
合
わ
せ
て
現
職
教
育
に
一
層
重
点

が
お
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
九
七
六
年
、
教
育
科
学
省
は

一
九
八
二
年
以
降
の
有
資
格
教
員
の
不
採
用
率
の
増
大
予
測
に

立
っ
て
、
そ
の
シ
ョ
ッ
ク
を
で
き
る
だ
け
和
ら
げ
る
た
め
に

「
教
員
養
成
と
需
給
に
関
す
る
審
議
会
」
ｓ
牙
宙
○
ｑ
○
○
日
‐

目
貸
①
①
○
口
房
①
の
５
℃
辱
自
・
自
国
旨
ロ
、
ｇ
弓
８
ｏ
冨
筋

Ａ
・
Ｃ
．
Ｓ
・
Ｔ
．
Ｔ
）
を
結
成
し
た
。
そ
こ
に
お
い
て
は
養

成
定
数
の
削
減
と
共
に
一
方
で
現
職
教
育
の
充
実
政
策
を
打
ち

出
す
こ
と
に
よ
っ
て
教
員
の
質
的
向
上
を
新
た
な
政
策
目
標
と

す
べ
き
こ
と
が
提
唱
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
一
九
七
七
年
の
『
教
育
緑
害
』
（
国
旦
屋
８
９
コ

⑦
３
の
ロ
屯
四
月
Ｈ
一
両
・
巨
の
胃
冒
邑
旨
の
、
ぽ
○
○
万
釦
》
〕
）
で
は
、
か
つ

て
一
○
年
前
の
プ
ラ
ウ
デ
ン
報
告
に
そ
の
輪
郭
が
あ
ら
わ
れ
て

い
た
学
校
制
度
改
革
と
、
そ
れ
に
対
応
し
た
現
職
教
育
の
必
要

性
が
、
こ
こ
で
は
よ
り
明
確
に
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
（
そ

の
背
景
に
は
同
『
緑
書
』
の
指
摘
の
よ
う
に
現
職
教
師
の
四
分

の
三
以
下
が
免
許
を
も
っ
た
大
卒
者
で
は
な
か
っ
た
こ
と
も
あ

る
）
。
そ
こ
に
お
い
て
は
中
等
学
校
の
総
合
制
化
の
再
編
と
そ

れ
と
の
接
続
を
強
調
す
る
路
線
上
で
、
こ
れ
ま
で
の
資
格
認
定

課
程
を
廃
止
し
て
、
一
般
大
学
の
教
育
学
士
号
コ
ー
ス
に
入
学

す
る
最
低
資
格
を
Ｇ
Ｃ
Ｅ
の
Ａ
レ
ベ
ル
ニ
科
目
合
格
に
す
べ
し

と
い
う
提
唱
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
同
緑
書
で
は
さ
ら

に
教
師
教
育
の
専
門
的
側
面
を
よ
り
強
化
す
る
た
め
に
、
学
校

と
大
学
間
の
交
流
を
盛
ん
に
す
る
こ
と
、
さ
ら
に
学
校
間
及
び

地
域
の
教
員
セ
ン
タ
ー
等
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
発
展
さ
せ
る
こ

と
、
そ
の
た
め
に
各
Ｌ
Ｅ
Ａ
が
一
層
そ
う
し
た
現
職
教
育
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
発
展
さ
せ
る
た
め
に
何
ら
か
の
助
言
機
構
を
設
置
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す
る
こ
と
な
ど
も
提
唱
し
て
い
る
。
そ
し
て
学
外
に
お
い
て
現

職
教
育
を
受
け
る
フ
ル
タ
イ
ム
の
教
師
数
を
一
九
七
七
年
の
四

五
○
○
人
か
ら
八
一
’
八
二
年
に
は
一
万
八
五
○
○
人
に
増
加

す
る
と
も
推
定
し
て
い
る
）
（
こ
の
実
数
は
今
日
不
明
）
。

ま
た
、
七
○
年
代
半
ば
以
降
の
現
職
教
育
政
策
の
発
展
は
、

七
八
年
の
ウ
ォ
ー
ノ
ッ
ク
報
告
（
雪
○
目
。
烏
両
ｇ
ｏ
再
め
月
‐

の
巨
両
目
８
９
国
巳
ｚ
＄
号
）
に
ぶ
る
特
殊
教
育
分
野
に
お
け

る
現
職
の
一
般
教
員
の
向
う
二
’
三
年
間
に
お
け
る
コ
ー
ス
履

習
、
あ
る
い
は
ま
た
、
ス
ク
ー
ル
・
カ
ウ
ン
シ
ル
と
公
開
大
学

に
よ
る
「
放
送
・
通
信
に
よ
る
現
職
教
育
の
課
程
」
の
新
設

二
九
七
八
年
）
な
ど
も
み
ら
れ
る
。
つ
ま
り
イ
ギ
リ
ス
で
は

大
学
、
教
育
科
学
者
、
Ｌ
Ｅ
Ａ
の
他
、
教
職
専
門
団
体
等
に
よ

る
長
期
・
短
期
の
多
様
な
校
外
で
の
現
職
教
育
が
こ
の
六
○
年

半
ば
か
ら
七
○
年
代
全
体
に
か
け
て
発
展
し
て
き
た
こ
と
に
な

る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
七
○
年
代
は
養
成
機
関
の
大
幅
な
再
編

と
定
員
の
削
減
と
並
行
し
て
、
そ
の
一
方
で
、
現
職
教
育
政
策

の
発
展
が
も
た
ら
さ
れ
て
き
た
が
、
今
日
八
○
年
代
に
あ
っ
て

は
そ
れ
ら
の
『
拡
充
』
志
向
の
過
程
に
あ
る
と
い
え
る
。
こ
の

う
ち
、
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
方
法
と
校
内
研
修
に

よ
る
方
法
が
今
日
新
た
に
脚
光
を
あ
び
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た

わ
け
だ
が
、
特
に
後
者
は
今
後
の
イ
ギ
リ
ス
現
職
教
育
の
中
核

三
、
現
職
教
育
の
『
拡
充
』
期

さ
て
、
右
の
テ
ィ
ー
チ
ャ
セ
ン
タ
ー
方
式
と
校
内
研
修
に
よ

る
新
し
い
現
職
教
育
の
二
つ
は
必
ず
し
も
分
離
し
て
い
る
も
の

で
は
な
く
、
い
ず
れ
も
学
校
実
践
上
の
諸
問
題
の
解
決
を
志
向

す
る
点
と
、
研
修
を
資
格
取
得
の
た
め
の
個
人
事
業
と
す
る
の

で
は
な
く
、
教
師
を
主
体
に
し
た
他
機
関
と
の
共
同
研
修
と
し

て
、
そ
こ
に
経
営
的
視
角
か
ら
の
照
射
を
あ
て
る
と
い
う
点
で

共
通
し
て
い
る
面
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
発
展
の
背
景
を
考
察
し

（

皿

）

て
い
く
た
め
に
一
応
分
け
て
述
べ
る
。

㈹
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
（
弓
８
８
国
○
⑦
貝
閏
）

発

展

の

背

景

ま
ず
、
現
職
教
育
政
策
レ
ベ
ル
で
は
既
述
の
よ
う
に
一
九
六

七
年
の
ス
ク
ー
ル
・
カ
ウ
ン
シ
ル
の
報
告
書
『
カ
リ
キ
『
一
ラ
ム

開
発
・
教
師
集
団
セ
ン
タ
ー
』
に
お
い
て
教
員
セ
ン
タ
ー
（
テ
ィ

ー
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
）
設
置
の
勧
告
が
み
ら
れ
た
の
が
最
初
で

あ
る
。
六
○
年
代
後
半
の
セ
ン
タ
ー
の
成
立
期
に
は
運
営
の
主

体
は
、
形
式
的
に
は
他
機
関
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
、
ン
ツ
プ
の
も
と

に
促
進
さ
れ
る
べ
き
だ
と
さ
れ
な
が
ら
も
、
実
態
と
し
て
は
既

と
な
る
べ
き
こ
と
が
よ
う
や
く
八
十
年
代
に
な
っ
て
認
識
さ
れ

る
に
至
っ
た
。
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述
の
Ａ
・
Ｔ
．
Ｏ
に
お
け
る
大
学
主
導
型
と
は
別
に
、
交
通
便

宜
上
、
隣
接
学
校
の
教
師
が
放
課
後
な
ど
に
集
ま
っ
て
自
分
た

ち
の
実
践
を
報
告
し
合
っ
て
問
題
解
決
の
道
を
探
ろ
う
と
す
る

サ
ロ
ン
風
の
傾
向
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
感
が
強
く
、
従
っ
て

教
師
主
導
即
ち
、
学
校
主
導
の
形
態
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
そ
れ

を
主
と
し
て
Ｌ
Ｅ
Ａ
が
管
理
す
る
と
い
う
の
も
一
般
的
で
あ
っ

た
（
七
○
年
代
以
降
の
主
導
権
問
題
は
既
述
の
地
域
に
お
け
る

諸
機
関
の
協
議
会
ｌ
つ
ま
り
Ｒ
・
Ａ
．
Ｃ
・
Ｃ
．
Ｄ
・
Ｅ
や
Ｒ
・
Ｃ
の

動
き
の
中
に
教
員
セ
ン
タ
ー
も
位
置
づ
け
ら
れ
る
）
。
Ｌ
Ｅ
Ａ

が
と
く
に
教
員
セ
ン
タ
ー
の
共
同
管
理
か
ら
教
育
大
学
を
除
こ

う
と
し
て
い
る
傾
向
が
あ
る
の
は
七
○
年
代
を
境
に
し
て
明
確

に
な
っ
て
き
た
が
、
そ
の
背
景
に
は
教
師
が
教
育
に
対
す
る
意

思
決
定
に
、
よ
り
大
き
な
参
加
を
求
め
て
き
て
い
る
姿
勢
の
あ

ら
わ
れ
と
見
る
向
き
が
ど
の
文
献
に
も
一
様
に
ゑ
ら
れ
る
。

こ
こ
で
重
要
な
点
は
、
第
一
に
イ
ギ
リ
ス
の
教
員
セ
ン
タ
ー

の
運
営
主
体
に
は
諸
機
関
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
関
係
か
ら

多
く
の
問
題
が
残
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し

参
加
す
る
教
師
の
側
か
ら
み
た
場
合
、
そ
こ
に
は
日
本
の
よ
う

に
行
政
研
修
か
自
主
研
修
か
と
い
っ
た
区
別
の
意
識
が
あ
ま
り

み
ら
れ
な
い
。
第
二
に
イ
ギ
リ
ス
の
教
員
セ
ン
タ
ー
の
発
足
以

来
の
一
つ
の
大
き
な
特
色
は
、
校
内
研
修
の
場
合
と
同
様
、
そ

れ
が
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
開
発
と
直
結
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
の

点
に
つ
い
て
は
ア
メ
リ
カ
で
は
教
材
セ
ン
タ
ー
が
地
域
に
あ
る

の
に
対
し
て
（
そ
の
点
で
の
教
師
の
ニ
ー
ド
は
満
た
さ
れ
て
い

る
）
、
イ
ギ
リ
ス
の
場
合
、
そ
の
機
能
を
も
含
め
た
セ
ン
タ
ー

が
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
自
由
裁
量
の
幅
の
大
き
な
こ
と
を
背
景
に

し
て
期
待
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
Ｊ
・
Ｉ
・
グ
ッ

（

鴫

）

ド
ラ
ッ
ド
の
指
摘
が
肯
定
さ
れ
る
。
ま
た
一
九
六
五
年
の
Ｃ
・

Ｓ
・
Ｅ
試
験
の
開
始
は
現
場
教
師
の
参
加
に
よ
る
各
教
科
の
出

題
担
当
の
機
会
を
作
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
た
め
の
共
同
討
議

の
場
が
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
・
セ
ン
タ
ー
に
求
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
、

さ
ら
に
、
翌
六
六
年
か
ら
の
ナ
フ
ィ
ー
ル
ド
財
団
に
よ
る
援
助

研
究
が
学
校
で
の
試
験
研
究
を
基
礎
に
し
て
い
る
た
め
認
そ
こ

に
お
い
て
も
教
師
の
共
同
討
議
の
場
が
必
要
に
な
っ
て
き
た
こ

と
な
ど
も
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
・
セ
ン
タ
ー
活
性
化
の
一
因
と
し
て

（

咽

）

あ
げ
る
研
究
者
も
い
る
。
次
に
、
イ
ギ
リ
ス
の
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
・

セ
ン
タ
ー
成
立
の
意
義
と
特
色
を
Ｊ
・
ブ
ラ
ン
ド
Ｑ
・
国
国
目
）

の
記
述
か
ら
整
理
し
て
お
く
。

①
セ
ン
タ
ー
は
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
開
発
や
新
教
材
開
発
の
中
心

的
機
関
と
な
り
つ
つ
あ
る
。
そ
の
点
で
、
ア
メ
リ
カ
の
セ
ン

タ
ー
の
よ
う
な
免
許
の
た
め
の
〃
伝
達
機
関
化
″
を
超
え
て
い

る
。
②
開
発
と
同
時
に
指
導
技
術
の
習
得
に
も
活
用
さ
れ
る
場
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と
な
り
つ
つ
あ
る
。
③
セ
ン
タ
ー
は
教
師
の
役
割
り
の
再
認
識

に
役
立
っ
て
い
る
。
④
あ
る
イ
ノ
ベ
ー
、
ン
ヨ
ン
（
教
育
革
新
）

を
学
校
が
採
択
し
た
場
合
、
そ
の
評
価
等
の
機
能
も
含
め
て
学

校
と
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
の
機
関
と
な
っ
て
い
る
。
⑤
初
等
・

中
等
教
育
の
接
続
を
効
果
的
に
す
る
た
め
に
、
そ
れ
ら
の
教
師

を
つ
な
げ
る
機
能
を
果
た
し
て
い
る
。
⑥
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る

教
師
の
同
僚
意
識
は
教
師
の
疎
外
感
を
減
ら
し
、
カ
タ
ル
シ
ス

効
果
を
高
め
る
の
に
役
立
っ
て
い
る
。
⑦
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
以

上
に
、
よ
り
直
接
的
な
教
育
問
題
の
解
決
に
対
応
し
や
す
い
。

⑧
個
人
の
専
門
職
的
成
長
に
も
貢
献
す
る
。
⑨
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

（

Ⅳ

）

ン
を
受
容
す
る
雰
囲
気
や
感
覚
が
培
わ
れ
や
す
い
。

次
に
、
一
九
七
○
年
代
後
半
以
降
、
イ
ギ
リ
ス
で
校
内
研
修

が
経
営
の
視
角
か
ら
と
ら
え
直
さ
れ
は
じ
め
て
き
た
背
景
に
つ

い
て
、
ま
ず
整
理
す
る
。
政
策
レ
ベ
ル
で
は
す
で
に
七
二
年
の

ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
リ
ポ
ー
ト
に
お
け
る
各
学
校
で
専
門
指
導
者

亀
８
符
協
さ
口
巳
目
鼻
日
）
を
第
二
、
第
三
段
階
の
継
続
教
育

の
核
と
し
て
位
置
づ
け
て
、
学
外
の
現
職
教
育
と
の
接
合
を
促

進
す
る
こ
と
、
そ
の
た
め
の
人
材
は
学
校
規
模
に
よ
っ
て
も
異

な
る
が
校
長
・
副
校
長
の
桑
な
ら
ず
、
全
教
師
が
と
く
に
第
三

②
校
内
研
修
経
営
活
性
化
の
た
め
の
啓
蒙
的
政
策

段
階
の
専
門
指
導
者
と
し
て
認
め
ら
れ
る
べ
き
点
が
強
調
さ
れ

て
い
る
こ
と
に
見
受
け
ら
れ
る
。
わ
が
国
流
に
ゑ
る
と
主
任

（
と
く
に
研
修
主
任
）
の
実
質
的
な
位
置
づ
け
が
こ
の
リ
ポ
ー

ト
の
中
で
出
さ
れ
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

次
い
で
七
七
年
の
ス
ク
ー
ル
・
カ
ウ
ン
シ
ル
の
『
全
体
的
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
』
（
目
胃
司
９
行
９
日
。
己
屋
日
）
で
は
、
学
校

（
中
等
学
校
に
重
点
が
あ
る
）
を
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
開
発
の
セ
ン

タ
ー
と
す
る
こ
と
、
そ
こ
に
教
師
の
中
心
的
役
割
り
が
向
く
よ

う
に
教
師
の
自
己
開
発
と
し
て
の
現
職
教
育
を
位
置
づ
け
る
べ

き
こ
と
が
提
唱
さ
れ
た
。
そ
こ
で
は
学
校
を
基
礎
に
し
た
「
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
開
発
」
の
戦
略
と
し
て
協
働
計
画
と
そ
の
実
施
、

そ
し
て
評
価
が
あ
げ
ら
れ
、
そ
の
過
程
に
お
け
る
学
校
教
師
集

団
の
準
備
づ
け
（
Ｈ
①
且
旨
①
の
の
）
と
責
任
が
課
題
視
さ
れ
て
い

（
略
）る
。
そ
し
て
、
そ
こ
に
イ
ギ
リ
ス
の
教
師
に
伝
統
的
に
認
め
ら

れ
て
き
た
教
師
の
教
育
実
践
の
自
律
性
を
位
置
づ
け
る
志
向
が

伺
え
る
の
で
あ
る
が
、
結
局
、
こ
う
し
た
ス
ク
ー
ル
・
カ
ゥ
ン

シ
ル
の
提
唱
の
中
に
も
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
経
営
合
貝
凰
２
盲
目

言
自
侭
①
日
①
貝
）
に
対
応
し
た
現
職
教
育
の
必
要
性
が
セ
ッ
ト

と
し
て
積
極
的
に
自
覚
化
さ
れ
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。

そ
し
て
、
こ
の
自
覚
は
さ
ら
に
七
八
年
の
教
育
科
学
省
の
『
現

職
教
育
を
活
性
化
さ
せ
る
』
（
《
盲
四
宮
侭
皀
闇
弓
言
。
鳥
ご
）
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の
冊
子
の
中
で
は
明
確
に
社
会
化
に
対
応
で
き
る
学
校
と
し

て
、
そ
の
学
校
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
開
発
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

（

卿

）

も
ち
込
む
べ
き
必
要
性
が
示
さ
れ
た
。
そ
し
て
そ
の
た
め
に
同

僚
教
師
と
協
働
で
問
題
解
決
に
直
面
す
る
専
門
的
力
量
こ
そ
が

現
職
教
育
に
求
め
ら
れ
る
べ
き
だ
と
す
る
発
想
へ
と
転
換
、
深

化
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

そ
こ
に
お
い
て
は
従
来
の
現
職
教
育
が
学
外
の
諸
機
関
の
提

供
す
る
研
修
コ
ー
ス
に
教
師
個
人
が
参
加
す
る
こ
と
だ
と
思
わ

れ
て
き
た
こ
と
に
対
す
る
一
定
の
反
省
に
立
っ
て
、
新
し
い
現

職
教
育
は
教
師
と
学
校
が
自
分
た
ち
の
ニ
ー
ド
に
合
わ
せ
て
自

分
た
ち
自
身
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
計
画
化
す
る
こ
と
だ
と
い
う
よ

り
広
い
問
題
解
決
的
な
文
脈
の
中
で
、
こ
れ
を
捉
え
る
べ
く
発

想
へ
と
現
職
教
育
の
概
念
が
拡
充
し
て
き
た
点
が
注
目
さ
れ
る

の
で
あ
る
。

ま
た
同
七
八
年
の
教
育
科
学
者
の
《
も
風
日
画
ご
固
目
８
陣
○
国

旨
両
国
哩
四
且
ご
魯
普
罵
昌
辱
国
．
言
．
冒
普
①
ｇ
ｏ
３
具

牌
ｇ
ｏ
庭
》
Ｐ
Ｃ
且
○
口
）
国
目
ｍ
ｅ
に
お
け
る
「
教
員
の
開
発
」

に
お
い
て
は
教
師
の
継
続
教
育
の
必
要
性
を
次
の
よ
う
に
整
理

し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
⑩
教
師
個
人
の
力
量
を
基
盤
に
し
た

積
極
的
な
ス
タ
ッ
フ
の
開
発
を
体
系
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
一

層
経
験
豊
か
な
能
力
の
あ
る
教
師
の
影
響
力
を
拡
充
す
る
べ
き

で
あ
る
と
い
う
こ
と
、
ま
た
②
教
師
の
子
供
に
対
す
る
期
待
感

を
研
修
に
よ
っ
て
促
進
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
こ
そ
、
よ
り
明
確

に
な
っ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
実
現
す
る
こ
と
に
あ
る
と
い
う
二

点
に
求
め
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
校
内
研
修
観
の
原
流

は
必
ず
し
も
目
新
し
い
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
も
一
面
で

は
い
え
る
。
そ
れ
は
イ
ギ
リ
ス
の
場
合
、
Ｂ
・
Ｏ
・
ス
『
こ
ス
田
．

○
・
Ｆ
牌
日
の
目
再
三
に
よ
る
と
、
〃
職
員
室
″
こ
そ
が
教
育
改

革
の
根
源
で
あ
り
、
そ
こ
に
お
い
て
は
〃
議
論
″
に
よ
っ
て
こ

れ
、
社
会
の
急
速
な
変
化
に
対
応
し
て
教
育
を
進
め
て
い
く
伝

（

即

）

統
が
あ
る
と
の
指
摘
に
も
示
唆
さ
れ
て
い
る
通
り
で
あ
る
。
こ

の
ス
ピ
リ
ッ
ト
が
「
教
養
と
し
て
」
の
現
職
教
育
観
と
結
び
つ

く
と
、
八
○
年
代
前
後
か
ら
の
校
内
研
修
の
活
性
化
や
教
員
セ

ン
タ
ー
の
促
進
は
歴
史
的
な
必
然
性
で
は
な
か
っ
た
か
と
考
え

ら
れ
る
。
こ
の
点
、
た
と
え
ば
日
本
で
は
戦
前
は
家
族
主
義
的

共
同
体
意
識
が
、
戦
後
も
ま
た
家
族
制
度
は
崩
れ
た
に
せ
よ
、
組

織
体
に
お
け
る
集
団
主
義
志
向
が
強
い
国
民
性
と
い
う
面
か
ら

考
え
る
と
、
校
内
研
修
の
風
土
と
し
て
は
イ
ギ
リ
ス
型
の
〃
議

論
″
と
い
う
よ
り
む
し
ろ
「
以
心
伝
心
」
に
よ
る
集
団
の
〃
ま

と
ま
る
効
果
″
を
生
柔
な
が
ら
教
師
の
職
能
成
長
が
は
か
ら
れ

て
今
日
に
至
っ
て
き
た
わ
け
で
、
こ
の
点
、
日
本
の
校
内
研
修

の
戦
前
か
ら
の
歴
史
を
研
究
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
イ
ギ
リ
ス
の
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対
比
を
お
こ
な
う
研
究
課
題
が
あ
る
。
・
一
方
、
ア
メ
リ
カ
で

は
本
論
冒
頭
で
も
述
べ
た
よ
う
に
現
職
教
育
に
も
合
理
主
義
の

精
神
が
強
く
、
そ
れ
も
、
昇
進
、
昇
格
に
つ
な
が
る
と
な
る
と

大
学
を
は
じ
め
と
し
た
外
部
の
認
定
機
関
で
の
研
修
の
機
会
は

活
発
に
な
っ
て
も
単
位
学
校
内
部
で
の
研
修
は
あ
ま
り
活
性
化

し
て
い
な
い
。
も
っ
と
も
そ
の
ア
メ
リ
カ
で
さ
え
も
や
は
り
一

九
八
○
年
代
頃
か
ら
は
す
で
に
七
○
年
代
か
ら
は
じ
ま
っ
て
い

た
財
政
危
機
の
時
代
（
些
○
弓
号
急
口
侭
①
）
に
対
処
す
る
た
め

に
費
用
を
一
定
に
し
た
上
で
の
よ
り
効
果
的
な
研
修
効
果
に
対

す
る
要
請
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
を
背
景
に
し

て
、
個
々
の
学
校
の
内
側
か
ら
の
ニ
ー
ド
や
目
標
に
関
連
さ
せ

て
教
師
の
一
一
－
ド
に
よ
る
継
続
的
、
体
系
的
な
現
職
教
育
へ
の

改
善
の
必
要
性
が
関
係
者
か
ら
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た

（

虹

）

点
だ
け
を
こ
こ
で
指
摘
し
て
お
く
。

さ
て
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
ま
ず
政
策
レ
ベ
ル
と
し
て
は
右
の
よ

う
な
論
理
下
に
校
内
研
修
の
必
要
性
が
説
か
れ
る
一
方
で
、
こ

れ
を
実
現
し
て
い
く
際
に
次
の
よ
う
な
場
合
に
障
害
点
が
あ
る

（

躯

）

こ
と
も
、
す
で
に
Ｍ
・
ス
キ
ル
ベ
ッ
ク
（
三
．
際
号
①
烏
）
に

よ
っ
て
示
唆
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
①
教
師
に
協
働
作
業
を

展
開
し
て
い
く
だ
け
の
技
術
的
力
量
が
欠
け
て
お
り
、
し
か
も

Ｌ
Ｅ
Ａ
な
ど
の
機
関
も
適
切
な
助
言
者
を
提
供
で
き
な
い
場

合
、
②
教
師
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
興
味
や
確
信
が
欠
け
て

い
る
場
合
、
③
資
源
の
配
分
、
管
理
に
ビ
ュ
ー
ロ
ク
ラ
シ
ー
が

強
い
場
合
、
④
教
師
側
に
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
計
画
、
教
授
、
評

価
、
ま
た
個
人
研
究
や
レ
ジ
ャ
ー
と
い
っ
た
面
で
の
プ
ラ
ィ
ォ

リ
テ
ィ
ー
に
大
き
な
葛
藤
が
あ
る
場
合
、
⑤
人
事
異
動
が
急
速

な
場
合
、
⑥
校
内
研
修
進
行
上
の
理
論
モ
デ
ル
が
不
適
切
な
場

合
、
⑦
外
部
機
関
か
ら
の
圧
力
が
大
き
く
そ
れ
が
校
内
の
人
間

関
係
を
失
わ
せ
る
場
合
、
な
ど
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
こ
う
し
た

●

●

●

■

ｐ

●

●

障
害
点
の
克
服
は
校
内
研
修
を
経
営
す
る
と
い
う
発
想
に
た
っ

て
は
じ
め
て
解
決
の
方
向
が
見
え
て
く
る
こ
と
も
八
○
年
代
を

前
後
し
て
出
さ
れ
て
き
た
イ
ギ
リ
ス
の
校
内
研
修
の
事
例
の
中

に
散
在
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
そ
こ
で
以
下
、
校
内
研
修

経
営
に
焦
点
を
し
ぼ
っ
て
論
ず
る
。

さ
て
、
日
本
と
の
比
較
に
お
い
て
イ
ギ
リ
ス
の
校
内
研
修
の

動
向
を
分
析
す
る
た
め
に
は
ま
ず
、
「
校
内
研
修
経
営
」
の
仮

説
的
な
概
念
を
こ
こ
で
改
め
て
確
定
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

こ
こ
に
お
い
て
は
か
っ
て
日
本
の
校
内
研
修
経
営
史
を
分
析
す

る
際
に
筆
者
が
あ
ら
か
じ
め
提
示
し
て
お
い
た
概
念
を
援
用
す

る
。
す
な
わ
ち
、
校
内
研
修
経
営
と
は
「
校
内
の
全
教
職
員
が

四
、
「
校
内
研
修
経
営
」
の
概
念
吟
味
と
日
本
と
の
比
較
の
視
点
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は
じ
め
に
、
日
本
語
の
「
校
内
研
修
」
に
該
当
す
る
用
語
と

し
て
は
《
旨
わ
の
儲
ａ
８
目
屋
８
口
。
邑
言
詳
冨
巨
昏
の
粋
言
巳
）
の

直
訳
の
他
に
、
⑮
ｇ
ｏ
巳
出
四
の
８
》
⑮
呂
○
巳
崗
○
目
朋
＆
》
旨
‐

艀
吋
菖
８
白
目
８
号
ロ
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
こ
れ
ら
の
「
訳
語
」

か
ら
の
桑
即
「
校
内
研
修
経
営
」
の
概
念
を
引
き
出
す
こ
と
は

で
き
な
い
。
し
か
し
、
い
ず
れ
も
分
析
視
角
と
し
て
は
後
述
の
よ

う
に
行
動
科
学
に
立
脚
し
た
経
営
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
、
し
か
も

そ
こ
に
は
経
営
過
程
の
発
想
を
校
内
研
修
の
過
程
と
対
応
さ
せ

て
内
包
し
て
い
る
実
体
が
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
牌
言
巳
‐

西
国
の
＆
と
評
言
巳
‐
甸
○
目
の
の
＆
の
ち
が
い
に
つ
い
て
は
七
○
年

代
に
は
双
方
を
あ
ま
り
区
別
し
て
用
い
て
い
る
形
跡
が
ゑ
ら
れ

な
い
（
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
前
者
が
比
較
的
多
く
ゑ
ら
れ
る
）
。

む
し
ろ
先
き
の
Ｄ
・
ワ
ー
ド
ウ
ィ
ッ
ク
ｅ
・
言
“
ａ
昌
烏
）
の

よ
う
に
粋
冒
昌
印
画
の
＆
は
そ
の
学
校
の
教
師
の
専
門
性
向
上

の
た
め
に
当
該
校
の
建
物
に
お
い
て
行
わ
れ
る
現
職
教
育
と
い

う
意
味
合
い
が
強
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
八
一
年
の
Ｒ
・
Ｗ
・

モ
ー
ラ
ン
ト
角
．
言
．
言
○
国
日
ク
リ
マ
！
マ
ル
グ
ロ
ー
ァ

ル
フ
ァ
ガ
ー
高
等
教
育
機
関
現
職
教
育
部
長
）
に
な
っ
て
く
る

と
現
職
教
育
を
構
成
す
る
諸
資
源
角
①
の
○
員
８
）
の
効
果
的
な

活
用
が
課
題
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
当
該
校
の
リ
ソ
ー
ス
の

活
用
に
限
定
し
た
場
合
に
は
こ
れ
を
粋
冒
巳
‐
両
①
の
○
員
の
旦
と

か
の
ｏ
ｇ
ｇ
Ｆ
ｏ
ｏ
呉
旦
と
呼
称
す
る
の
を
よ
し
と
し
た
（
ス
ク

ー
ル
・
リ
ソ
ー
ス
を
利
用
し
て
も
学
外
で
行
う
場
合
に
は

牌
冒
ｇ
‐
さ
○
禺
呂
と
は
い
わ
な
い
）
。
モ
ー
ラ
ン
ト
は
こ
う
し

て
リ
ソ
ー
ス
の
活
用
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
当
該
校
に
限

定
し
た
閉
鎖
的
な
現
職
教
育
は
牌
冒
巳
由
閉
且
に
な
る
と
し

た
。
そ
し
て
こ
れ
を
区
別
す
る
た
め
に
一
般
的
に
学
校
の
一
教
師

が
主
体
的
に
計
画
し
、
管
理
す
る
現
職
教
育
の
形
態
を
牌
冒
巳

己
胃
①
ｇ
＆
と
し
た
。
そ
し
て
、
そ
こ
に
「
リ
ソ
ー
ス
の
活
用
（

坊

）

を
学
外
に
ま
で
広
げ
、
か
つ
当
該
校
の
ト
ー
タ
ル
な
学
校
改
善

を
は
か
る
こ
と
を
通
し
て
、
教
師
の
専
門
職
的
ニ
ー
ド
（
学
校

の
ニ
ー
ド
と
し
て
集
約
さ
れ
る
）
を
充
足
す
る
一
連
の
活
動
を

（

”

）

の
。
ｇ
巳
蜀
○
○
易
の
＆
》
だ
と
し
て
い
る
。
こ
の
解
釈
か
ら
す
る

と
、
「
校
内
研
修
」
の
訳
語
は
⑮
ｇ
ｏ
巳
国
口
の
＆
》
よ
り
も
む
し
ろ

当
該
学
校
の
教
師
の
主
体
性
に
よ
る
地
域
や
学
校
の
「
リ
ソ
ー

ス
」
の
多
角
的
活
用
を
内
包
し
た
と
こ
ろ
の
砺
呂
○
○
弓
○
目
の
‐

の
８
》
の
方
が
や
は
り
妥
当
で
あ
ろ
う
。
（
以
下
、
本
論
で
の
校

内
研
修
や
現
職
教
育
は
こ
の
意
味
で
使
う
）
。

さ
て
、
校
内
研
修
が
イ
ギ
リ
ス
の
場
合
八
○
年
代
前
後
か
ら

活
性
化
し
て
き
た
こ
と
に
つ
い
て
は
既
述
し
た
が
、
こ
れ
を
分

析
す
る
視
角
が
経
営
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
求
め
ら
れ
る
点
に
つ
い

て
は
右
の
ど
の
論
者
に
お
い
て
も
一
致
し
て
い
る
。
そ
の
場
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合
、
少
な
く
と
も
次
の
よ
う
な
概
念
が
こ
の
視
角
に
内
包
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
一
は
校
内
研
修
は
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
し
か
も

偶
発
性
の
高
い
日
常
レ
ベ
ル
で
の
ア
ド
バ
イ
ス
に
の
ゑ
あ
る
の

（

躯

）

で
は
な
く
、
よ
り
積
極
的
に
は
校
内
で
か
か
え
て
い
る
問
題
解

決
の
た
め
の
〃
計
画
的
な
改
革
″
志
向
（
国
四
国
ロ
＆
○
冨
旨
幅
）

を
内
存
さ
せ
て
い
る
点
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
〃
計
画
性
が

あ
る
″
と
い
う
こ
と
は
実
は
一
方
で
「
校
内
研
修
経
営
」
の
方

法
論
を
生
起
さ
せ
た
と
共
に
、
一
方
で
は
特
に
中
等
学
校
レ
ベ

ル
で
の
学
校
・
再
編
と
い
う
計
画
的
な
改
革
の
際
に
必
然
的
に

附
随
し
て
生
じ
て
き
た
問
題
で
も
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
い
。

以
下
に
お
い
て
は
じ
め
に
後
者
の
点
を
考
察
し
、
次
い
で
前
者

の
方
法
論
に
つ
な
が
っ
た
点
を
記
述
す
る
。

ま
ず
、
学
校
の
「
計
画
的
な
改
革
」
が
実
は
校
内
研
修
に
よ

っ
て
支
援
さ
れ
る
と
い
う
仮
説
は
イ
ギ
リ
ス
の
場
合
、
中
等
学

校
の
再
編
の
活
発
性
と
〃
事
実
と
し
て
〃
結
び
つ
い
て
い
る
の

で
あ
る
。
そ
れ
は
、
特
に
グ
ラ
マ
ー
・
ス
ク
ー
ル
か
ら
総
合
制

へ
の
再
編
、
総
合
制
内
部
で
の
教
授
学
習
組
織
の
再
編
、
中
等

教
育
に
お
け
る
学
年
の
区
切
り
の
変
換
な
ど
に
お
い
て
染
ら

れ
、
こ
れ
ら
の
改
革
に
は
ふ
つ
う
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
含
め
た
ト

ー
タ
ル
な
〃
計
画
的
改
革
″
が
要
求
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
た

と
え
ば
そ
の
際
に
、
教
授
組
織
改
革
に
関
し
て
の
校
内
の
現
職

教
育
も
ま
た
必
然
的
に
そ
れ
と
対
応
し
て
課
題
視
さ
れ
る
契
機

に
な
っ
た
と
い
え
る
。
た
と
え
ば
グ
ラ
マ
ス
ク
ー
ル
か
ら
総
合

制
に
か
わ
っ
た
ナ
イ
ル
ス
イ
ー
高
校
（
ｚ
畠
の
①
四
艀
８
口
目
ｑ

粋
ｇ
巳
）
が
校
内
の
教
職
員
の
役
割
や
職
務
の
範
囲
、
教
科
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
の
統
合
化
と
生
活
指
導
の
分
担
を
め
ぐ
っ
て
そ
こ

に
生
じ
た
対
立
葛
藤
を
契
機
に
し
て
そ
れ
ら
を
解
決
す
る
た
め

の
研
修
組
織
の
民
主
的
、
協
働
的
な
運
営
を
は
か
っ
た
こ
と
な

（

湖

）

ど
は
計
画
的
な
校
内
研
修
の
一
つ
の
標
本
例
で
も
あ
る
。
も
っ

と
も
わ
が
国
の
場
合
、
学
校
制
度
の
再
編
は
公
立
学
校
に
お
い

て
は
特
に
困
難
な
た
め
、
こ
う
し
た
意
味
で
の
計
画
的
な
研
修

は
私
立
学
校
の
し
か
も
研
究
開
発
校
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
わ
け
で
制
度
改
革
に
か
か
わ
っ
て
こ
の
研
修
は
お
こ
な
わ
れ

に
で
、
い
・五

、
シ
ス
テ
ム
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
る
研
修
過
程
の
分
析
枠

の

吟

味

次
は
、
校
内
研
修
を
計
画
化
の
対
象
と
し
て
桑
る
場
合
、
そ

こ
に
は
何
ら
か
の
ア
ク
シ
ョ
ン
・
モ
デ
ル
が
必
要
と
な
る
。
こ

の
場
合
の
モ
デ
ル
の
構
築
を
ど
の
研
究
者
も
共
通
し
て
方
法
論

的
に
は
、
〕
ス
テ
ム
・
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
る
問
題
解
決
の
過
程

（
目
標
達
成
の
過
程
）
に
求
め
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
校

内
研
修
を
こ
の
よ
う
に
動
態
的
に
捉
え
る
発
想
は
実
は
わ
が
国
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で
は
す
で
に
一
九
七
○
年
代
前
半
（
昭
和
四
○
年
代
後
半
）
の

地
方
教
育
セ
ン
タ
ー
等
の
校
内
研
修
経
営
の
分
析
枠
組
象
に
見

（

鋤

）

え
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
で
は
一
九
七
八
年
の
教
育

科
学
省
の
《
《
冨
煙
冨
眉
冒
闇
弓
言
ｏ
鼻
・
》
Ｐ
Ｃ
目
。
ロ
》
函
昌

⑳
○
）
に
お
い
て
シ
ス
テ
ム
・
ア
プ
ロ
ー
チ
の
現
職
教
育
へ
の
適

用
が
提
唱
さ
れ
た
の
が
比
較
的
早
い
方
で
、
こ
の
点
、
わ
が
国

よ
り
若
干
遅
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
お
い
て
は
⑩
主
要
な
一
一
ｌ
ド

を
明
確
に
す
る
（
目
標
の
明
確
化
）
←
③
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
決
定
と

実
施
（
プ
ロ
グ
ラ
ム
実
施
）
←
③
実
施
効
果
の
評
価
（
評
価
）

←
側
評
価
成
果
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
（
フ
ォ
ロ
ー
ァ
ッ
プ
）
と

い
う
サ
イ
ク
ル
と
し
て
研
修
過
程
を
捉
え
た
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
こ
う
し
た
捉
え
方
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
同
年
の
教
育

科
学
省
の
《
も
国
日
四
ご
閃
旦
宮
口
胃
ご
ロ
旨
両
口
但
四
国
ｇ
シ
普
吋
‐

ぐ
２
９
函
巨
冒
呂
①
９
日
の
旦
艀
宮
○
房
》
》
》
Ｐ
ｏ
ｐ
号
ご
〉
国
冨

の
○
）
で
は
、
川
教
師
個
人
の
専
門
的
力
量
を
強
化
す
る
こ
と
が

で
き
る
②
教
師
の
子
供
に
対
す
る
期
待
感
を
高
め
な
が
ら
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
仮
説
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
場
合
の
教
師
個
人
の
専
門
的
力
量
が
何
を
意

味
す
る
か
に
つ
い
て
は
こ
れ
ら
の
提
案
に
お
い
て
は
明
ら
か
に

さ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
こ
の
点
を
補
足
す
る
と
こ
う
し
た
経

営
サ
イ
ク
ル
と
し
て
研
修
を
捉
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
過
程

に
お
い
て
仙
誰
が
、
何
を
、
い
か
に
行
動
す
る
必
要
が
あ
る
か

を
認
識
で
き
る
②
そ
れ
を
行
う
た
め
の
技
術
を
習
得
す
る
こ
と

が
で
き
る
⑧
そ
れ
を
す
る
時
に
何
が
起
こ
っ
て
い
る
か
を
全
体

の
文
脈
に
お
い
て
、
し
か
も
連
続
的
に
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る

と
い
っ
た
面
が
考
え
ら
れ
、
そ
の
点
か
ら
の
専
門
的
力
量
も
ま

た
習
得
で
き
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
力
量
こ
そ
実
は
教

師
個
々
人
以
上
に
特
に
、
計
画
的
改
革
の
推
進
者
ら
富
国
帰

炉
帰
貝
）
と
し
て
の
経
営
管
理
者
に
と
っ
て
の
固
有
の
専
門
職

性
と
い
え
よ
う
。

と
こ
ろ
で
、
こ
う
し
た
シ
ス
テ
ム
・
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
る
校

内
研
修
経
営
の
分
析
枠
の
構
成
や
内
実
は
論
者
に
よ
っ
て
そ
れ

ほ
ど
異
な
っ
て
は
い
な
い
。
ま
ず
Ｒ
・
Ｗ
・
モ
ー
ラ
ン
ト
（
両
．

言
．
旨
自
画
員
）
は
こ
れ
を
牌
言
己
ら
胃
ｇ
＆
勺
目
隠
日
の

（

瓢

）

実
践
モ
デ
ル
と
し
て
あ
ら
わ
し
、
〃
計
画
的
改
革
″
を
専
門
職

的
ニ
ー
ド
（
要
求
）
と
そ
れ
に
対
応
す
る
リ
ス
ポ
ン
ス
（
”
①
‐

ｇ
目
印
①
）
行
動
と
の
多
角
的
な
戦
略
関
係
と
し
て
と
ら
え
よ
う

と
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
テ
ィ
ー
ム
・
テ
ィ
ン
グ
と
い
う
方
法

を
校
内
研
修
の
計
画
的
改
革
に
お
け
る
専
門
職
的
ニ
ー
ド
と
し

て
採
用
す
る
場
合
、
リ
ス
ポ
ン
ス
仰
と
し
て
は
学
習
リ
ソ
ー
ス

を
組
織
化
す
る
た
め
に
複
数
の
教
科
担
任
に
よ
る
イ
ン
フ
ォ
ー

マ
ル
な
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
う
。
リ
ス
ポ
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ン
ス
②
は
テ
ィ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
の
専
門
家
を
学
外
リ
ソ
ー

ス
か
ら
招
い
て
知
識
を
習
得
す
る
。
リ
ス
ポ
ン
ス
③
は
教
科
担

任
の
一
人
が
大
学
で
の
短
期
講
習
を
受
け
て
そ
の
成
果
報
告
を

学
内
に
伝
達
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
関
連
知
識
を
習
得
す
る
と
い

っ
た
戦
略
（
リ
ス
ポ
ン
ス
）
を
あ
げ
て
い
る
。

こ
の
モ
ー
ラ
ン
ト
の
実
践
モ
デ
ル
例
に
お
い
て
も
わ
か
る
よ

う
に
一
般
的
に
も
専
門
職
的
ニ
ー
ド
は
校
内
か
ら
生
起
し
、
校

（

犯

）

内
で
の
と
り
く
み
に
教
師
の
多
く
は
期
待
し
て
い
る
。
し
か
し

そ
れ
を
充
足
す
る
戦
略
は
当
該
教
師
一
人
の
専
門
的
能
力
の
向

上
に
の
み
委
ね
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
多
く
の
リ
ス
ポ
ン
ス
行

動
を
通
し
て
多
く
の
同
僚
教
師
に
「
リ
ソ
ー
ス
」
が
共
有
化
さ

れ
る
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
共
有
化

を
校
内
研
修
の
計
画
ｌ
実
施
ｌ
評
価
の
手
続
き
過
程
全
体
に
お

い
て
、
科
学
的
に
捉
え
よ
う
と
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
の

点
を
さ
ら
に
刻
明
に
分
析
し
て
校
内
研
修
経
営
の
シ
ス
テ
ム
、

フ
レ
ー
ム
を
作
成
し
た
の
が
Ｒ
・
ボ
ー
ラ
ム
角
．
国
○
盲
目
）

で
あ
る
（
表
参
照
）
。
ポ
ー
ラ
ム
は
こ
の
フ
レ
ー
ム
を
基
本
に
し

て
、
さ
ら
に
教
師
個
人
別
、
テ
ィ
ー
ム
別
、
学
校
全
体
別
の
レ

ベ
ル
ご
と
の
研
修
活
動
の
フ
レ
ー
ム
を
こ
ま
か
く
構
築
し
て
い

る
が
、
そ
こ
に
は
一
貫
し
て
研
修
を
Ｐ
（
計
画
）
Ｉ
Ｄ
（
実
施
）
ｌ

Ｓ
（
評
価
）
の
過
程
と
し
て
お
さ
え
る
発
想
が
染
え
る
。
た
だ
、

校内研修経営計画化のためのフレーム分析の視点

RayBolam, op. cit, pp、 7－9
第一要因学校が明確な研修計画をもっていること
研修計画の記述内容は次の通り
1－1校内の研修目標の明確化
1－2全ての研修活動の計画一プロク．ラムー記録化一評価に対する配慮
1－3研修に関する地方教育当局(LEA) との連携状況
1－4学校の内部と外部との活動に対する配慮
1－5特別の有給研修や時間調整
1－6教員の異動や調整・袖充
1－7研修の責任体制の明確化（校長，副校長，教科・学科主任，寮主任，学

年主任，専門助言者）
第二要因この研修計画を校内で熟知すること
全教職員， とりわけ上級教員(Seniorfeacher)は学校の経営計画とあわせ
て自己の研修計画上の責任を知っていること

第三要因研修計画実施を管理するために適切な調整があること
校長が研修の計画一実施一評価に対する全体的責任をもっているしかし次の
組織を編成して権限委譲を部分的に行う ’
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3－1責任の委譲を副校長や専門助言者に与える
3－2専門助言者にアドバイスをするための常置委員会や専門委員会をつくる
第四要因年間研修プログラムを作成すること
プログラムは事前に研修のニードを分析して行う。次の点を記述する

4－1 学校，教科グループ，個別教師のニード
4－2 これら三者がいかに研修をするのか
4－3いつどこで行うのか
4－4そのコストは

第五要因学校が研修プログラムを効果的に実行できる。そのためには次の点
が必要

5－1 プログラムが明確な目標と達成のための戦略をもち，それがしかも記述
されていること

5－2 プロク・ラムは外部のプロク．ラムとの統合がなされていること
5－3研修に直接責任をもつスタッフ （特に副校長）が適切な研修をうけてい

ること

5－4研修に対し一部責任をもっているスタッフ （たとえば学年主任）が適切
な特別のアドバイスや援助をたとえば専門助言者から直接得られるよう
な位置にいること

第六要因教師は自由に外部の研修プログラムへの参加を奨励されていること
6－1時間のゆるす範囲で勤務時間内に外部の研修活動に自由に参加できる
6－2勤務の時間外にも自由に参加できる
第七要因研修の記録化をはかること
記録にとりあげる活動は次のものが望ましい
7－1校内研修の活動経過
7－2教科や職員会議の研修活動
7－3寮主任や学年主任の研修活動
7－4個々の教師の研修活動
第八要因計画とプログラムの評価を行うこと
8－1計画やプログラム管理のための手続き過程や研修過程に参加した関連者

からの情報や費用などの評価
8－2計画やプログラムのための評価，研修効果にかかわりのあるとみえる関

連者の意見を得る手続き
第九要因研修成果をフィードバックするための適切な調整を行うこと
次のことから価値あるアイデアや実践を十分配慮してそれを採用する手続き
9－1個々の教師
9－2教科及び教師グループ
9－3学校全体
~
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こ
れ
ら
の
各
過
程
は
理
論
枠
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
の
糸
で
、

実
証
は
「
事
例
」
の
若
干
を
も
っ
て
フ
レ
ー
ム
の
説
明
用
に
あ

て
ら
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
従
っ
て
イ
ギ
リ
ス
の
校
内
研
修

経
営
の
全
体
的
動
向
を
こ
の
フ
レ
ー
ム
の
事
例
か
ら
の
糸
つ
か

む
の
に
は
限
界
が
あ
る
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
フ
レ
ー
ム
自
体
は
既
述
の
よ
う
に
わ
が

国
の
校
内
研
修
経
営
の
分
析
枠
と
も
基
本
的
に
は
共
通
す
る
点

（
調
）

が
あ
る
。
そ
の
点
で
こ
の
フ
レ
ー
ム
に
よ
る
調
査
が
両
国
で
さ

ら
に
進
め
ら
れ
る
な
ら
ば
今
後
の
比
較
研
究
の
可
能
性
は
高

い
。さ

て
、
右
の
シ
ス
テ
ム
・
ア
プ
ロ
ー
チ
の
フ
レ
ー
ム
枠
に
お

い
て
次
の
三
点
を
課
題
と
し
て
提
示
し
て
お
く
。
そ
の
一
は
校

内
研
修
が
教
師
の
専
門
職
的
ニ
ー
ド
か
ら
出
発
し
て
い
る
こ

と
、
ま
た
そ
れ
を
通
し
て
当
該
校
の
解
決
す
べ
き
問
題
ニ
ー
ド

が
明
ら
か
に
な
り
、
従
っ
て
研
修
過
程
は
そ
の
問
題
解
決
の
過

程
で
も
あ
る
と
い
う
論
理
が
イ
ギ
リ
ス
の
右
の
諸
論
に
も
、
ま

た
日
本
の
い
わ
ゆ
る
一
九
六
○
年
代
半
ば
頃
か
ら
の
学
校
課
題

研
究
に
も
共
通
し
て
ゑ
ら
れ
る
。
こ
の
論
理
は
評
価
で
き
る

が
、
し
か
し
そ
の
ニ
ー
ド
と
教
育
目
標
と
の
関
連
、
学
校
課
題

と
教
育
目
標
（
重
点
目
標
）
と
の
関
連
は
イ
ギ
リ
ス
・
日
本
い

ず
れ
の
場
合
も
不
明
確
で
、
そ
れ
自
体
研
修
の
「
対
象
」
に
も

あ
ま
り
な
り
え
て
い
な
い
。
特
に
ニ
ー
ド
と
教
育
目
標
の
関
連

の
場
合
、
イ
ギ
リ
ス
の
右
の
論
者
に
お
い
て
も
殆
ん
ど
意
識
化

さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
学
校
課
題
と
教
育
目
標
の
関
連
に
関
し

て
は
日
本
の
場
合
、
双
方
の
関
連
構
造
の
掘
り
下
げ
の
必
要
性

（
特
に
重
点
目
標
と
の
）
は
教
師
に
自
覚
さ
れ
て
い
る
が
、
実

際
に
は
肢
行
し
て
お
り
、
む
し
ろ
学
校
課
題
の
テ
ー
マ
は
そ
れ

（

弧

）

だ
け
で
独
立
し
完
結
的
で
さ
え
あ
る
。
こ
の
点
、
研
修
と
実
践

を
分
離
し
や
す
い
こ
と
に
な
り
や
す
い
た
め
、
個
々
の
教
師
の

専
門
職
的
ニ
ー
ド
を
あ
ら
た
め
て
教
育
目
標
と
経
営
目
標
の
二

つ
の
系
列
下
に
お
い
て
集
約
化
す
る
作
業
過
程
を
い
か
に
手
順

化
す
る
か
が
課
題
と
な
る
。

そ
の
二
は
研
修
過
程
に
お
け
る
研
修
評
価
の
問
題
が
あ
る
。

評
価
の
方
法
と
し
て
は
調
査
（
ア
ン
ケ
ー
ト
）
、
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
、
視
聴
覚
手
法
に
よ
る
観
察
分
析
、
報
告
書
や
実
践
記
録
な

ど
が
あ
る
が
、
わ
が
国
の
場
合
実
際
に
は
殆
ん
ど
行
わ
れ
な
い

か
、
行
わ
れ
て
い
て
も
「
話
し
合
い
」
に
終
わ
る
傾
向
が
あ
っ

て
、
目
標
や
計
画
へ
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
が
ス
ム
ー
ス
に
展
開

（

妬

）

さ
れ
て
い
な
い
傾
向
が
象
え
る
。
イ
ギ
リ
ス
で
も
Ｒ
・
Ｗ
・
モ

ー
ラ
ン
ト
の
紹
介
し
た
校
内
研
修
経
営
の
九
つ
の
典
型
事
例
の

う
ち
の
三
校
だ
け
に
評
価
の
記
述
が
象
え
る
が
、
そ
れ
が
研
修

計
画
へ
の
課
題
提
示
の
レ
ベ
ル
に
対
す
る
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
に
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（

調

）

ま
で
は
至
っ
て
い
な
い
。
こ
の
点
、
研
修
の
計
画
、
実
施
、
評

価
の
各
過
程
ご
と
の
形
成
的
評
価
含
日
日
“
画
く
①
①
ぐ
画
旨
昌
○
屋
）

と
全
過
程
を
通
し
て
の
総
括
的
評
価
（
⑳
ロ
目
白
島
ぐ
①
①
ぐ
鼬
冒
“
‐

は
○
口
）
と
を
適
時
、
有
機
的
に
行
う
必
要
が
あ
る
。
特
に
前
者

に
つ
い
て
は
教
師
ご
と
の
、
ま
た
、
教
科
や
学
年
ご
と
の
内
部

「
調
整
」
行
動
を
「
評
価
」
の
視
点
か
ら
捉
え
て
糸
る
発
想
が

必
要
で
あ
ろ
う
し
、
後
者
に
つ
い
て
は
次
の
研
修
計
画
の
課
題

の
仮
説
の
設
定
に
ま
で
い
か
に
評
価
の
結
果
を
波
及
さ
せ
る
べ

き
か
が
課
題
で
あ
る
。

そ
の
三
は
右
の
評
価
と
か
か
わ
っ
て
研
修
の
中
核
は
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
改
善
に
あ
る
こ
と
、
ま
た
「
そ
の
協
働
化
の
程
度
に
対

（

訂

）

応
し
て
教
師
個
々
の
専
門
職
的
力
量
が
高
ま
る
」
と
い
う
双
方

の
力
動
的
な
関
係
を
ど
の
よ
う
な
メ
ジ
ャ
ー
に
よ
っ
て
「
評
価
」

す
る
か
が
課
題
視
さ
れ
て
い
る
。
イ
ギ
リ
ス
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

開
発
は
現
職
教
育
同
様
、
一
九
七
○
年
代
ま
で
は
実
際
に
は
当

該
校
で
の
開
発
発
よ
り
も
む
し
ろ
外
部
に
依
拠
す
る
傾
向
が
強

（

銘

）

か
つ
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
特
に
七
○
年
代
半
ば
以

降
は
現
職
教
育
が
カ
リ
キ
『
一
ラ
ム
開
発
の
い
わ
ば
サ
ポ
ー
ト
・

ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
（
支
援
機
構
）
と
し
て
同
じ
牌
言
具
‐
胃
２
ｍ
‐

の
８
の
用
語
の
も
と
に
く
く
ら
れ
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
従
っ

て
こ
の
双
方
を
射
程
に
い
れ
た
「
評
価
」
方
法
の
確
立
こ
そ
が

六
、
校
内
研
修
の
組
織
化
の
実
態
と
動
向

㈹
リ
ソ
ー
ス
角
①
の
○
貝
８
）
の
活
用
形
態
と
課
題

さ
て
、
評
言
巳
蜀
○
目
印
の
８
に
よ
る
イ
ギ
リ
ス
の
校
内
研
修

が
日
本
と
比
べ
て
若
干
異
な
る
点
は
既
述
の
よ
う
に
学
外
の
豊

富
な
リ
ソ
ー
ス
に
学
校
が
開
か
れ
、
そ
れ
ら
の
リ
ソ
ー
ス
を
中

心
に
し
て
教
師
集
団
や
行
政
、
大
学
、
教
育
関
係
団
体
が
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
組
み
や
す
い
傾
向
に
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ

こ
で
は
リ
ソ
ー
ス
と
は
学
校
内
部
と
外
部
の
人
的
資
源
、
施
設
、

設
備
と
教
材
、
図
書
な
ど
の
物
的
資
源
、
財
源
、
勤
務
時
間
を
意

味
す
る
が
、
イ
ギ
リ
ス
の
場
合
外
部
リ
ソ
ー
ス
と
し
て
の
人
的

資
源
と
学
校
と
の
か
か
わ
り
が
極
め
て
多
様
で
あ
る
。
た
と
え

ば
、
Ｒ
・
Ｗ
・
モ
ー
ラ
ン
ト
の
あ
げ
た
校
内
研
修
の
九
つ
の
典
型

事
例
で
も
校
内
の
み
の
人
的
資
源
の
活
用
例
は
一
例
（
国
①
胃
匡
‐

四
目
牌
冒
巳
）
に
す
ぎ
ず
、
他
例
は
近
隣
の
学
校
の
教
師
、

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
教
育
科
学
者
、
ス
ク
ー
ル
・
カ
ウ
ン
シ
ル
の

オ
フ
ィ
サ
ー
、
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
の
指
導
者
、
大
学
や

コ
レ
ッ
ジ
の
教
員
そ
の
他
の
教
育
機
関
の
人
々
な
ど
外
部
リ
ソ

（

鉛

）

－
ス
と
の
係
わ
り
が
目
立
つ
。
そ
こ
で
モ
ー
ラ
ン
ト
は
リ
ソ
ー

急
務
で
、
こ
の
点
は
わ
が
国
に
と
っ
て
も
同
様
の
課
題
で
あ

〉
Ｑ
ｏ
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ス
（
学
校
内
学
外
）
と
そ
れ
を
活
用
す
る
場
（
学
校
内
・
学
外
）

と
を
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
化
（
●
印
の
く
象
合
わ
せ
）
し
て
整
理
し

た
。
彼
に
よ
る
と
Ｉ
型
は
リ
ソ
ー
ス
の
校
内
全
自
給
型
で
学
内

の
教
師
の
グ
ル
ー
プ
・
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
研
修
な
ど
を
そ
の
例
と

し
て
あ
げ
て
い
る
が
、
日
本
に
伝
統
的
に
こ
の
型
の
校
内
研
修

経
営
が
多
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
Ⅱ
型
、
Ⅲ
型
は
い
ず
れ
も
リ
ソ
ー
ス
の
部
分
自
給
型
で

あ
る
が
、
Ⅱ
型
は
地
方
の
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
・
セ
ン
タ
ー
に
お
け

リソースと学校内外との関連
R.W.Morant, op., cit,p、 46の
一部筆者による改修

jl"隠一1二1-.-．l l
l l l l

割鳶"錘"ﾎｰﾛﾆﾛl l l l
l i h i

（型）

る
学
内
リ
ソ
ー
ス
の
活
用
で
た
と
え
ば
そ
こ
で
は
協
議
な
ど
が

代
表
と
さ
れ
る
。
Ⅲ
型
は
外
部
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
や
専
門
助

言
者
を
校
内
に
積
極
的
に
招
致
し
て
研
修
を
行
う
型
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
Ⅳ
型
は
自
己
充
足
不
能
型
で
た
と
え
ば
大
学
で

の
Ｃ
Ｔ
Ｖ
に
よ
る
マ
ィ
ク
ロ
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
に
関
す
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
な
ど
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
Ⅳ
型
が
イ
ギ
リ
ス

の
既
述
の
、
伝
統
的
な
外
部
に
お
け
る
現
職
教
育
の
パ
タ
ー
ン

で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

右
の
型
の
う
ち
Ⅱ
型
、
Ⅲ
型
が
リ
ソ
ー
ス
の
共
有
化
を
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
っ
て
は
か
る
原
型
で
、
特
に
Ⅲ
型
は

牌
言
巳
蜀
ｏ
ｏ
５
の
巴
の
研
修
の
典
型
で
あ
ろ
う
。
モ
ー
ラ
ン
ト

の
提
示
し
た
牌
言
巳
‐
弓
目
膀
凰
に
よ
る
研
修
に
は
外
部
リ

ソ
ー
ス
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
が
た
と
え
ば
次
の
よ
う
な
も

の
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
弓
９
日
固
の
の
巴
８
口
学
校
は

視
聴
覚
設
備
の
利
用
方
法
の
研
修
に
お
い
て
専
門
家
を
招
ね
い

て
い
る
。
ま
た
教
科
統
合
と
テ
ィ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
の
準
備

の
た
め
の
他
校
訪
問
を
行
っ
て
い
る
。
次
に
、
国
ｇ
陣
①
己
総
合

制
学
校
で
は
バ
ン
ド
・
シ
ス
テ
ム
（
教
科
別
の
進
度
別
ク
ラ
ス
）

を
能
力
混
合
別
編
成
に
か
え
る
た
め
の
ゲ
ス
ト
講
師
の
依
頼
と

同
校
教
員
に
よ
る
混
合
別
学
級
編
成
の
学
校
訪
門
を
行
っ
て
い

る
。
国
閏
亘
氏
①
学
校
で
は
パ
ス
ト
ラ
ル
・
ケ
ア
（
願
黒
目
己
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○
胃
①
生
活
指
導
）
の
研
修
に
対
す
る
地
方
教
育
当
局
と
結
婚

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
・
カ
ウ
ン
シ
ル
地
方
支
部
の
専
門
員
の
派
遣

な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
仮
り
に
こ
う
し
た
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
関
係
が

形
式
的
に
う
ま
く
行
わ
れ
て
い
て
も
、
た
と
え
ば
モ
ー
ラ
ン
ト

の
あ
げ
た
○
房
黒
閂
ｇ
ご
学
校
で
は
外
部
の
資
格
認
定
コ
ー
ス

を
校
内
に
導
入
し
た
り
、
ｚ
貝
８
邑
卑
さ
ご
学
校
で
は
地
方
教

育
当
局
に
よ
る
他
校
の
た
め
の
研
修
方
式
を
強
引
に
校
内
に
導

入
し
た
場
合
な
ど
に
教
職
員
の
ニ
ー
ド
に
必
ず
し
も
合
致
し
な

い
研
修
方
式
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
結
果
的
に
問
題
が
後
々
ま
で

（

⑩

）

残
さ
れ
た
と
す
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
モ
ー
ラ
ン
ト
の
示
し
た
各
学
校
に
よ
る
リ

ソ
ー
ス
活
用
の
四
類
型
の
い
ず
れ
を
決
定
す
る
か
は
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
開
発
を
中
核
に
お
い
て
そ
の
学
校
が
お
か
れ
た
条
件
（
た

と
え
ば
財
源
や
時
間
、
規
模
、
教
職
員
構
成
、
地
域
の
特
性
な

ど
）
に
よ
っ
て
よ
り
理
想
的
な
類
型
を
選
択
す
る
と
い
う
弾
力

的
な
も
の
と
し
て
こ
れ
を
捉
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
で

教
師
の
専
門
職
性
の
向
上
は
こ
う
し
た
条
件
と
の
か
か
わ
り
に

お
い
て
促
進
さ
れ
る
も
の
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

②
研
修
の
推
進
主
体
の
問
題

牌
言
旦
，
司
月
巨
閉
８
の
研
修
が
ま
だ
新
し
い
だ
け
に
今
日
の

イ
ギ
リ
ス
の
校
内
研
修
経
営
に
お
け
る
実
践
レ
ベ
ル
で
の
最
大

の
問
題
は
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
組
織
に
集
約
さ
れ
る
と
い
う
こ
と

に
な
る
。
こ
の
点
の
実
証
は
右
の
文
献
の
実
践
部
分
の
記
述
に

如
実
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
後
者
の
組
織
の
問
題
を

と
り
あ
げ
る
。
今
日
、
問
題
と
な
っ
て
い
る
中
心
は
協
働
体
制

を
つ
く
っ
て
研
修
を
推
進
し
て
い
く
上
で
の
フ
ォ
ー
マ
ル
な
推

進
主
体
者
（
チ
ェ
ン
ジ
・
エ
イ
ジ
ェ
ン
ト
）
は
誰
か
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
校
内
研
修
の
推
進
者
を
副
校
長
ｅ
ｇ
匡
々
国
①
且
）

と
捉
え
て
い
る
傾
向
が
今
日
強
い
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の

推
進
主
体
に
実
質
的
な
専
門
助
言
者
（
卑
呉
＄
里
○
口
巴
弓
巨
８
こ

と
な
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
イ
ギ
リ
ス
の
多
く

の
学
校
の
場
合
、
副
校
長
に
は
フ
ォ
ー
マ
ル
に
も
学
校
内
部
で

は
対
新
任
教
師
、
実
習
生
、
教
師
と
の
関
係
を
、
ま
た
対
外
的

に
は
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
・
セ
ン
タ
ー
や
大
学
諸
機
関
と
の
関
係
を

（

虹

）

伝
統
的
に
要
求
さ
れ
て
き
た
か
ら
だ
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

Ｒ
・
Ｗ
・
モ
ー
ラ
ン
ト
の
あ
げ
て
い
る
先
ぎ
の
九
例
の
う
ち
の

四
例
は
副
校
長
が
推
進
者
と
し
て
活
躍
し
各
組
織
を
統
轄
し
て

い
る
も
の
で
あ
る
。
一
般
に
副
校
長
が
研
修
推
進
主
体
と
な
る

場
合
の
職
務
を
Ｌ
・
シ
ュ
テ
ン
ハ
ウ
ス
Ｐ
，
陣
ｇ
ｇ
屋
の
①
）
は

次
の
項
目
に
ま
と
め
て
い
る
。
簡
約
す
る
と
①
教
授
の
組
継
化



②
地
方
の
大
学
と
の
連
携
③
新
任
教
師
の
指
導
④
教
員
の
た
め

の
学
内
外
の
研
修
コ
ー
ス
の
整
備
⑤
問
題
を
か
か
え
た
教
師
と

の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
⑥
校
長
や
教
科
主
任
と
の
協
議
、
研
修
の

た
め
の
学
校
訪
門
⑦
職
務
評
価
の
会
議
の
司
会
⑧
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
改
善
の
示
唆
⑨
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
開
発
セ
ン
タ
ー
等
と

（

蛇

）

題
の
連
携
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。

課
し
か
し
副
校
長
が
研
修
の
中
心
的
存
在
と
い
っ
て
も
そ
れ
は

と識
右
の
よ
う
な
固
有
の
職
務
を
行
う
専
門
職
的
能
力
の
す
べ
て
を

の
す
べ
て
の
副
校
長
が
し
か
も
平
均
的
に
備
え
て
い
る
わ
け
で
は

去

自教
な
い
。
そ
こ
で
や
は
り
学
校
の
条
件
に
対
応
し
た
形
で
の
責
任

聯
の
分
権
化
を
校
長
や
主
任
と
バ
ラ
ン
ス
よ
く
は
か
る
こ
と
が
求

媚
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

幸
次
に
秤
ｇ
ｏ
﹈
‐
胃
。
ロ
の
、
＆
の
研
修
で
は
外
部
リ
ソ
ー
ス
と

ス
の
機
能
的
関
係
も
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
な
る
た
め
諭
副
校
長
や
教

リギ
職
員
代
表
、
Ｌ
Ｅ
Ａ
の
助
言
者
や
大
学
教
師
、
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー

イ

セ
ン
タ
ー
の
代
表
な
ど
を
ひ
と
ま
と
め
に
し
た
専
門
委
員
会
の

設
置
が
合
理
的
と
さ
れ
、
こ
の
委
員
会
と
校
内
で
教
育
実
践
の

遂
行
に
あ
た
る
教
科
チ
ー
ム
や
生
活
指
導
チ
ー
ム
と
の
民
主

的
、
合
理
的
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
あ
り
方
も
ま
た
組
織
上
の

（

蝿

）

課
題
と
し
て
提
示
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
こ
う
し
た
リ
ソ
ー
ス

唖
を
基
礎
に
し
た
地
域
の
学
校
の
協
働
体
制
合
○
国
ｇ
国
は
ぐ
①
）

づ
く
り
を
研
修
を
媒
介
に
し
て
、
学
校
改
善
命
８
８
目
昌
‐

（

“

）

胃
○
ぐ
①
日
①
貝
）
に
連
動
さ
せ
て
い
く
筋
道
の
一
つ
で
あ
る
と
い

う
確
認
は
イ
ギ
リ
ス
を
ふ
く
め
、
実
は
今
日
の
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
Ⅱ
Ｃ

Ｅ
Ｒ
Ｉ
の
共
通
の
課
題
の
一
つ
と
し
て
も
注
目
さ
れ
つ
つ
あ
る

こ
と
も
最
後
に
付
言
し
て
お
く
。

〔
注
〕

（
１
）
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
現
職
教
育
の
最
近
の
動
向
に
つ
い
て
は

次
の
拙
論
参
照
。
「
ア
メ
リ
カ
の
教
師
の
現
状
と
動
向
」
『
高
校

教
育
展
望
』
昭
和
五
四
年
二
月
号
「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
教
師

教
育
の
動
向
」
『
学
校
経
営
』
昭
和
五
四
年
七
’
八
月
「
ア
メ

リ
カ
に
お
け
る
現
職
教
員
の
歴
史
と
課
題
」
『
月
刊
高
校
教
育
』

昭
和
五
八
年
三
月

（
２
）
こ
れ
ら
の
原
著
と
は
別
に
、
わ
が
国
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
の

教
師
教
育
、
と
り
わ
け
て
も
現
職
教
育
の
系
譜
に
重
点
を
お
い

た
論
稿
は
日
本
は
も
ち
ろ
ん
、
ア
メ
リ
カ
の
そ
れ
よ
り
も
本
文

で
述
、
べ
た
よ
う
な
短
い
歴
史
の
ゆ
え
も
あ
っ
て
は
る
か
に
少
な

い
。
そ
こ
で
以
下
に
一
九
六
○
年
代
以
降
イ
ギ
リ
ス
の
養
成
・

現
職
に
関
し
て
記
述
さ
れ
た
も
の
の
う
ち
、
本
稿
の
特
に
第
一

節
を
整
理
す
る
上
で
も
参
考
に
な
っ
た
も
の
に
限
定
し
て
左
に

整
理
し
て
お
く
、
（
教
師
教
育
に
つ
い
て
一
部
分
記
述
さ
れ
て

い
る
も
の
も
含
む
）
。

①
岩
下
新
太
郎
「
イ
ギ
リ
ス
の
初
等
・
中
等
教
員
養
成
に
つ
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い
て
」
『
学
校
経
営
』
一
九
五
九
年
四
月
、
十
一
月
、
②
小
山

俊
也
「
イ
ギ
リ
ス
の
教
員
制
度
の
改
革
」
『
学
校
経
営
』
一
九

げ
五
年
一
月
③
三
好
信
弘
「
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
現
職
教

育
」
『
初
等
教
育
資
料
』
一
九
七
四
年
八
月
④
鈴
木
慎
一
「
イ

ギ
リ
ス
高
等
教
育
と
教
員
養
成
ｌ
ジ
ェ
ー
ム
ズ
報
告
書
に
関
す

る
覚
書
」
国
立
教
育
研
究
所
紀
要
第
八
五
集
一
九
七
四
年
⑤

文
部
省
海
外
教
育
一
一
ユ
ー
ス
第
一
集
（
昭
和
五
十
一
’
五
十
二

年
）
『
教
育
調
査
』
第
九
五
集
同
第
二
集
（
五
十
三
’
五
十
四

年
）
⑥
三
好
信
弘
『
イ
ギ
リ
ス
公
教
育
の
歴
史
的
考
察
』
亜
紀

書
房
一
九
六
八
年
⑦
成
田
克
矢
『
イ
ギ
リ
ス
教
育
政
策
史
研

究
』
お
茶
の
水
書
房
一
九
六
六
年
⑧
鈴
木
慎
一
『
英
国
に
お

け
る
教
師
教
育
改
革
の
動
向
」
日
本
教
育
学
会
・
教
師
教
育
に

関
す
る
研
究
会
教
師
教
育
の
改
善
に
関
す
る
実
践
的
方
策
に
つ

い
て
の
研
究
』
一
九
八
一
年
⑨
仇
安
原
義
終
「
教
育
カ
レ
ッ

ジ
の
再
編
動
向
」
㈹
小
沢
周
三
「
Ａ
Ｔ
Ｏ
（
教
員
養
成
地
域
機

構
を
め
ぐ
る
動
き
）
」
⑤
岩
下
新
太
郎
「
仮
援
用
（
試
補
）
期
間

の
教
師
教
育
と
そ
の
課
題
」
㈲
鈴
木
慎
一
「
イ
ン
ダ
ク
シ
ョ
ン

（
現
職
教
育
）
に
つ
い
て
」
㈱
木
村
浩
「
現
職
教
育
に
お
け
る
教

員
養
成
機
関
の
役
割
」
㈲
奈
良
滋
子
「
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
セ
ン
タ

ー
」
㈱
望
田
研
吾
「
ジ
｝
－
－
ム
ズ
・
リ
ポ
ー
ト
に
対
す
る
教
員

団
体
の
態
度
。
以
上
、
国
立
教
育
研
究
所
内
日
本
比
較
教
育
学

会
「
教
師
教
育
」
共
同
研
究
委
員
会
編
『
教
師
教
育
の
現
状
と

改
革
ｌ
諸
外
国
と
日
本
Ｉ
』
第
一
法
規
一
九
八
○
年
⑩
高
野

和
子
「
イ
ギ
リ
ス
の
現
職
教
育
に
お
け
る
大
学
の
役
割
」
日
本

教
育
行
政
学
会
年
報
七
『
教
員
研
修
の
諸
問
題
』
教
育
開
発
研

究
所
一
九
八
一
年

（
３
）
負
目
①
画
巳
〕
⑦
厨
四
目
Ｑ
閏
○
厘
普
伊
①
四
。
①
吊
菖
（
弓
置
①
旨
ｏ
ｚ
巴
Ｈ

”
①
己
○
鼻
、
Ｆ
ｏ
ｐ
包
○
口
困
富
め
○
》
ご
↑
ｅ

（
４
）
Ａ
・
Ｔ
．
Ｏ
の
詳
細
は
注
②
⑨
・
小
沢
周
三
論
文
参
照
。

（
５
）
ロ
ビ
ン
ズ
報
告
角
○
弓
冒
印
詞
ｇ
ｏ
風
）
の
抄
訳
は
前
掲
『
世

界
教
育
事
典
』
の
資
料
編
（
安
原
義
仁
）
に
所
収
。

（
６
）
。
①
ロ
ヰ
巴
鈩
包
巳
の
Ｏ
ｑ
ｏ
Ｏ
巨
口
ｏ
宮
甘
氏
同
Ｑ
ｐ
ｎ
２
さ
ロ
．
《
６
巨
一
‐

日
の
ロ
四
画
且
月
毎
①
時
屯
ユ
ョ
画
昌
の
ｏ
面
○
○
厨
》
｝
、
（
自
画
①
国
○
君
旦
の
目

詞
ｇ
ｏ
風
Ｎ
ｐ
○
房
》
函
．
目
．
い
○
・
岳
電
）
な
お
抄
訳
は
前
掲

『
世
界
教
育
事
典
』
資
料
編
に
所
収
。

（
７
）
ア
メ
リ
カ
の
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
の
主
導
権
問
題
は
中

留
武
昭
注
（
１
）
の
文
献
参
照
。

（
８
）
《
閃
ロ
ロ
ｎ
ｇ
ｓ
ｐ
》
シ
甸
国
目
の
言
○
詩
甘
吋
国
〆
冒
①
め
い
ざ
画
も
Ｈ
①
‐

、
①
ロ
念
①
Ｑ
庁
○
も
俸
吋
一
両
目
〕
⑦
ロ
庁
ご
嵩
岳
彦
①
ｍ
の
○
吋
の
庁
曲
汽
冒
○
冷
め
庁
四
《
①

さ
氏
同
口
巨
の
胃
ご
ロ
四
目
Ｑ
ｍ
Ｏ
ａ
の
ｑ
ご
望
○
日
目
己
四
目
Ｑ
ご
『
函
．
旨
．

切
○
６
日
目
Ｑ
日
置
．
岳
忌
）
な
お
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
リ
ポ
ー
ト

の
紹
介
は
山
田
昇
に
よ
る
解
説
（
『
教
育
学
研
究
』
日
本
教
育

学
会
四
一
巻
二
号
一
九
七
四
年
）
が
あ
る
。
ま
た
鈴
木
慎
一
論

文
。
注
（
２
）
⑨
㈲
参
照
。

（
９
）
こ
の
時
点
で
の
「
調
整
」
問
題
に
つ
い
て
は
高
野
和
子
前
掲

論
文
（
注
（
２
）
⑩
）
や
、
ウ
ィ
リ
ー
委
員
会
の
報
告
や
Ｅ
・
Ｓ
．
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ヘ
ン
ダ
ー
リ
ン
の
現
職
教
育
の
歴
史
に
関
す
る
「
章
」
本
文

頁
な
ど
が
整
理
さ
れ
て
い
る
。

（
、
）
こ
こ
で
再
編
と
は
小
規
模
な
も
の
が
存
在
す
る
教
育
大
学
を

教
育
大
学
相
互
で
、
ま
た
他
の
高
等
教
育
機
関
（
大
学
や
総
合
ポ

リ
テ
ク
ニ
ク
ス
な
ど
）
と
統
廃
合
す
る
か
、
ま
た
は
現
職
教
育

機
関
へ
の
転
換
を
意
味
す
る
。
そ
し
て
大
学
と
他
の
高
等
教
育

機
関
（
教
育
大
学
を
含
め
）
の
間
に
存
在
し
て
き
た
格
差
を
是
正

す
る
た
め
に
高
等
教
育
デ
ィ
プ
ロ
マ
ｅ
旨
さ
日
四
＆
国
警
日

同
旨
ｏ
昌
目
）
を
設
け
、
こ
れ
に
よ
っ
て
大
学
と
同
等
の
入
学

資
格
の
上
に
二
年
間
の
高
等
教
育
を
与
え
て
そ
の
多
様
化
を
図

る
と
共
に
上
級
課
程
へ
の
進
学
も
可
能
に
し
て
高
等
教
育
相
互

の
関
連
を
図
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
再
編
は
一
九
七
二
年
の

教
育
白
書
か
ら
七
○
年
代
半
ば
過
ぎ
の
間
に
集
中
的
に
行
わ
れ

一
九
八
一
年
で
従
来
一
六
○
あ
っ
た
教
育
大
学
の
う
ち
五
○
校

が
閉
校
、
ポ
リ
テ
ク
’
一
ク
ス
ヘ
の
合
併
四
○
校
、
新
生
の
高
等

教
育
カ
レ
ッ
ジ
（
デ
ィ
プ
ロ
マ
付
与
）
が
四
○
校
で
、
大
学
へ

の
統
合
は
わ
ず
か
七
校
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
結
局
二
○
校
の

み
が
従
来
ど
お
り
の
教
育
大
学
と
し
て
残
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

こ
の
点
の
詳
細
は
安
原
仁
義
論
文
注
（
２
）
⑨
参
照
。

（
ｕ
）
詳
細
は
小
山
俊
也
「
生
徒
数
の
減
少
と
教
員
養
成
・
研
修
の

充
実
」
文
部
省
『
教
育
調
査
Ｊ
二
七
号
。
ま
た
、
一
九
七
八

年
十
一
月
十
日
の
タ
イ
ム
ズ
教
育
版
紙
で
は
、
一
九
七
八
ｔ
七

九
年
度
ま
で
に
三
％
の
研
修
の
た
め
の
教
員
補
充
は
○
・
八
五

％
に
過
ぎ
な
か
‘
た
こ
と
が
同
氏
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
て
い
る

（
「
海
外
教
育
一
一
ユ
ー
ス
第
二
集
（
昭
和
五
二
三
五
四
年
）
」
『
教

育
調
査
』
第
一
○
三
集
一
九
七
九
年
）
・

（
⑫
）
ｂ
ｇ
ｍ
月
日
①
昌
旦
同
Ｑ
巨
○
禺
さ
昌
色
旨
旦
呼
尉
ロ
８
・
・
の
国
爵
‐

丘
。
巴
国
巳
一
輿
旨
弓
、
『
『
⑭

（
喝
）
出
生
率
低
下
は
六
○
年
代
半
ば
で
、
そ
の
結
果
七
七
年
頃
か

ら
イ
ギ
リ
ス
の
生
徒
数
は
減
少
し
、
学
校
規
模
の
縮
小
、
学
校

数
の
削
減
と
な
っ
て
き
て
い
る
。
文
部
省
『
教
育
指
標
の
国
際

比
較
』
参
照
。

（
皿
）
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
方
式
と
校
内
研
修
方
式
に
よ
る
プ

ロ
グ
ラ
ム
内
容
を
少
な
く
と
も
初
任
者
研
修
（
導
入
）
の
場
合

に
は
次
の
よ
う
に
識
別
し
て
行
う
べ
き
で
あ
る
こ
と
が
七
五
年

に
Ｔ
・
ス
テ
フ
ァ
ン
角
．
聾
⑦
目
①
ロ
⑩
）
か
ら
提
唱
さ
れ
て
い

る
点
に
注
目
し
た
い
。
ま
ず
校
内
研
修
に
重
点
を
お
く
場
合
の

内
容
と
し
て
は
、
①
生
徒
個
人
や
グ
ル
ー
プ
の
問
題
を
診
断
し

解
決
策
を
発
見
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
②
新
任
教
師
の
固

有
の
仕
事
に
関
連
し
た
ア
ド
バ
イ
ス
を
提
供
で
き
る
も
の
で
あ

る
こ
と
、
③
教
材
準
備
の
援
助
、
④
生
徒
と
教
材
の
組
織
化
の

で
き
る
学
習
内
容
で
あ
る
こ
と
、
⑤
学
級
経
営
の
技
術
開
発
が

あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
次
に
教
員
セ
ン
タ
ー
を
基
礎
に
お
い
た
研

修
の
場
合
で
あ
れ
ば
、
①
地
域
の
資
源
、
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

の
学
習
内
容
、
②
同
系
統
の
他
校
訪
問
、
③
学
校
環
境
改
善
の

研
究
、
の
三
つ
を
あ
げ
て
い
る
。
ま
た
、
学
校
お
よ
び
セ
ン
タ
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め
、
校
内
研
修
経
営
と
い
う
発
想
は
そ
の
萌
芽
に
す
ぎ
ず
、
リ

ソ
ー
ス
の
活
用
は
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
・
セ
ン
タ
ー
レ
ベ
ル
で
の
、

し
か
も
教
師
個
人
の
活
用
に
重
点
が
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
の
テ
ィ

ー
チ
ャ
セ
ン
タ
ー
に
関
し
て
は
中
留
武
昭
注
（
１
）
文
献
参
照
。

（
”
）
詞
．
葛
．
冒
○
目
鼻
．
８
・
ゞ
目
・
》
層
．
色
ｌ
お

兎
）
闘
日
鼻
弓
三
国
冨
吋
》
８
・
〕
２
．
〕
弓
皇
誤
Ｉ
馬
・
~
ま
た
、

詞
．
尋
．
冨
○
風
員
８
．
》
鼻
・
】
弓
．
臼
ｌ
認
~
~

（
調
）
固
の
冨
己
印
○
口
》
固
呂
・
》
２
．
．
後
に
こ
の
ナ
ィ
ル
ス
ィ
ー
の

事
例
を
リ
ゾ
ー
ス
の
人
的
資
源
活
用
の
最
適
例
と
し
た
の
は

国
旨
号
①
昏
崔
§
目
印
）
８
・
》
９
．
，
９
画
路
ｌ
唖
篭
で
あ
る
。

弱
）
中
留
武
昭
『
戦
後
日
本
学
校
経
営
の
軌
跡
と
課
題
』
前
掲
書

第
二
部
第
五
章
①
。
ま
た
同
、
月
刊
『
高
校
教
育
』
五
七
年
四

月
号
、
六
月
号
参
照
。

菰
）
こ
こ
で
モ
ー
ラ
ン
ト
は
一
般
的
に
学
校
の
計
画
的
改
革
の
基

礎
を
な
す
際
に
四
つ
の
自
問
す
る
べ
き
問
題
が
あ
る
と
い
う
。

そ
れ
は
あ
な
た
は
①
ど
こ
に
い
る
の
か
②
ど
こ
に
行
き
た
い
の

か
③
そ
こ
に
い
く
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
⑳
い
つ
そ
こ
に

い
っ
た
か
を
い
か
に
し
た
ら
わ
か
る
の
か
で
あ
る
と
い
う
。
計

画
的
改
革
の
過
程
は
右
の
㈹
②
を
「
計
画
」
的
側
面
ｅ
①
‐

ぐ
里
８
日
①
具
も
富
め
①
）
と
し
て
③
は
「
実
践
」
的
側
面
（
月
日
‐

且
①
目
①
昌
冒
頓
吾
幽
の
①
）
を
㈹
は
「
評
価
」
の
側
面
角
の
乱
の
急

の
中
に
お
い
て
お
さ
え
ら
れ
る
と
し
て
い
る
。
「
計
画
」
に
お

い
て
は
③
カ
リ
キ
↓
一
ラ
ム
や
組
織
問
題
、
’
－
－
ド
や
機
会
の
明

確
化
⑤
ア
イ
デ
ア
の
生
成
＠
意
図
性
の
形
成
Ｉ
目
標
Ⅱ
活
動
の

プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
、
戦
略
と
手
続
き
、
④
デ
ー
タ
ー
の
入
手
、

リ
ソ
ー
ス
の
収
集
⑥
活
動
、
調
整
の
ス
テ
ッ
プ
を
ふ
み
、
「
実

施
」
に
あ
っ
て
は
③
行
動
の
開
始
⑥
フ
ィ
ー
ド
寺
ハ
ッ
ク
の
受

容
、
行
動
の
修
正
、
行
動
の
調
整
で
、
「
評
価
」
に
お
い
て
は

③
行
動
と
そ
の
結
果
に
関
す
る
デ
ー
ダ
ー
と
過
程
⑥
将
来
の
意

図
に
関
す
る
意
思
決
定
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
ｐ
旨
○
国
員
８
・
・

○
芹
。
》
己
．
ｍ
吟

壺
）
~
こ
の
点
の
実
証
は
﹈
○
．
弊
ｇ
胃
己
の
。
》
~
８
．
》
２
．
》
弓
・
路
－

＄
に
み
ら
れ
る
。
こ
の
調
査
に
よ
る
と
、
初
等
学
校
の
読
み

方
」
の
指
導
技
術
を
改
善
す
る
方
法
。
一
五
項
目
設
け
て
チ
ェ

ッ
ク
（
初
等
学
校
長
・
教
師
対
象
）
し
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ

「
大
学
教
師
に
よ
る
講
義
」
を
期
待
す
る
の
は
校
長
二
七
％
、

教
師
三
五
％
に
対
し
て
個
々
の
学
校
で
適
切
な
資
料
を
準
備
す

る
」
は
そ
れ
ぞ
れ
六
七
％
、
七
五
％
、
ま
た
「
校
長
、
同
僚
と

の
定
期
的
な
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
~
ヨ
ン
を
設
け
る
は
各
々
八
三
％
、

七
五
％
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
ニ
ー
ド
の
解
決
は
校
内
研
修
志

向
に
あ
る
。

密
）
高
校
に
関
し
て
は
東
京
都
、
千
葉
県
公
立
高
校
を
対
象
に
し

た
中
留
武
昭
「
公
立
高
校
を
対
象
と
し
た
校
内
研
修
経
営
の
実

態
調
査
」
月
刊
『
高
校
教
育
』
昭
和
五
七
年
七
’
八
月
号
及
び

日
本
教
育
経
営
学
会
第
二
三
回
大
会
（
広
島
大
学
）
発
表
資
料

で
Ｐ
ｌ
Ｄ
ｌ
Ｓ
の
過
程
に
対
応
し
た
フ
レ
ー
ム
で
の
調
査
を
実
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